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商標 

MicrosoftはMicrosoft Corporationの米国での登録商標です。 
Windows, Windows Vista, Windows 7 お よ び  Windows 8, 
Windows 10, Windows 11 はMicrosoft Corporationの商標です。 

本マニュアルでのその他ブランドや製品名は各社の商標または登録商標で

す。 

版権  

全権保留。Avision Inc の書面による事前許可がない限り、電気的、機械

的、磁気的、工学的、化学的、手書き又は他のいかなる方法でも当出版物の

一部の複製、転送、転写、記憶装置への記憶、他国語またはコンピューター

言語への翻訳はできません。 
 
当製品によりスキャンされた内容は、国の法律やその他規制、例えば著作権

法などで保護されている場合があります。ユーザーの皆様がそれら法律や規

制を遵守する責任を有します。 
 
プライバシー保護およびデータ処理責任 (EN18031-2) 
本製品でスキャンまたは印刷された資料には、個人を特定できる情報 (PII) 
が含まれる場合があります。オペレーターは以下の責任を負う必要がありま

す。 
1. データ保護コンプライアンス：PII を取り扱う際は、適用されるプライバシー

およびデータ保護に関する法律およびポリシーを厳守してください。 
2. データ最小化原則：指定された目的に厳密に必要な個人情報のみを処理

してください。 
3. セキュリティ対策：個人情報への不正アクセスや損傷を防止するため、適

切な技術的および組織的対策を講じてください。 
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保証 

当マニュアルに含まれた内容は予告なしに変更される場合があります。 
 
Avisionは本マニュアルの内容に関して、商品性および特定の目的に対する

適合性を含む保証を、明示たると黙示たるとを問わず一切いたしません。 
 
Avisionは当マニュアルの誤りや、本書の設置、操作、使用に関連した偶発

的または因果関係による損失に関する責任は負いかねます。 
 
VCCI-A            
 
この装置は、クラスＡ機器です。この装置を住宅環境で使用すると電波妨害を

引き 起こすことがあります。この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう

要求されるこ とがあります。 VCCI-A 
 
 

 
 

欧州連合規定の通知 
CEマークを有する製品は、以下のEU指示に準拠しています。 
 
 低電圧指示2014/35/EC 
 EMC指示2014/30/EC 
 特定有害物質使用制限 (RoHS) 指令 2011/65/EU 
 

Avisionが提供するCEマーク付きACアダプターを電源とする場合、この製品は

正しくCEに準拠します。 
 

この製品は、EN55032、EN55035のクラスA制限、EN 62368-1の安全性要

件。 

*本機はクラス1レーザー製品として承認されています。 
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CEによる注意喚起 

これはClass A製品です。屋内環境では、この製品は無線干渉を生じる可能

性があり、ユーザによる対応が必要となる場合があります。 

*本機はクラス1レーザー製品として承認されています。これは、本機が有害な

レーザー放射物を発生しないことを意味します。 
 
 
個人ユーザによる使用済み機器の廃棄について 

 
製品またはその梱包物にこのマークがある場合、当該製品をお客様の家庭廃

棄物と一緒に廃棄することはできません。健康や環境保護のために、リカバリ

やリサイクルの際には専門施設に当該製品をお送り下さい。使用済み機器を

リサイクルする場合の廃棄場所に関する詳しい情報は、お住まい地域の市役

所や家庭廃棄物処理業者、または製品の購入店にご相談下さい。 
 
 

システム要件 
 

CPU: Intel® Core™ 2 Duo プロセッサ以上 

メモリ: 32-ビット: 2 GB (ギガバイト) 
64-ビット: 4 GB (ギガバイト) 

光学ドライブ: DVD-ROMドライブ 

USBポート: USB 3.2 Gen 1x1 ポート（USB 2.0/1.1互換） 

サポートされてい

るオペレーティン

グシステム: 

Microsoft Windows 11, Windows 10 (32-ビット

/64-ビット), Windows 8.x (32-ビット/64-ビット), 
Windows 7 
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製品の安全ガイド 

デバイスの取り付けと使用を始める前に、以下の指示をよくお読みにな

り、すべての指示と警告に従ってください。 

人身事故と装置損傷のあらゆる可能性を未然に防ぐために、本書では次の

指示が使用されます。 

 

 警告 状況が潜在的に危険であることを示します。指示に従わない

場合、死亡事故または重傷事故を招く恐れがあります。 

 注意 潜在的に危険な状況であることを示します。指示に従わない

場合、軽度または中程度の怪我や物的損傷を招く恐れがあり

ます。 

 

 警告 

 デバイスに付属している USB ケーブルのみ使用し、摩擦、切断、ほ

つれ、潰れ、ねじれを避けてください。他の USB ケーブルを使用し

た場合、火災、感電、怪我を招く恐れがあります。 

 デバイスとコンピューターをインターフェイスケーブルで簡単につな

げるように、デバイスはコンピューターの近くに置いてください。 

 デバイスは次の場所に配置または保管しないでください。 
 屋外 
 過度のごみまたはほこり、水、熱源の近く 
 衝撃、振動、高温または多湿、直射日光、強い光源、温度また

は湿度の急激な変化にさらされる場所 

 濡れた手でデバイスに触らないでください。 

 デバイスの説明書に明記されていない限り、デバイスまたはデバイス

オプションは自分で分解、改造、修理しないでください。火災、感電、

怪我を招く恐れがあります。 

 次のような状態になったら、デバイスと USB ケーブルを取り外し、

認定修理業者に修理を依頼してください。 
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 液体がデバイスに入った。 
 物がデバイスに入った。 
 デバイスを落とした。または、ケースが壊れた。 
 デバイスが正常に動作しない (煙、異臭、異音がするなど)。ま

たは、性能にはっきりとした変化が現れた。 

 清掃前にデバイスと USB ケーブルを取り外してください。 

 

 注意: 

 デバイスはぐらつくまたは傾いたテーブルの上に置かないでください。

デバイスは不安定な面の上に置かないでください。デバイスが落下し、

怪我を招く恐れがあります。 

 重量物を本体の上に置かないでください。バランスが崩れ、デバイス

が落下する可能性があります。それにより怪我を招く恐れがあります。 

 電源コード/USB ケーブルの束は怪我を避けるために子供の手の届か

ない場所に保管してください。 

 ビニール袋は窒息を避けるために子供の手の届かない場所に保管する

か、捨ててください。 

 長期間デバイスを使用しない場合、USB ケーブルをコンピューター

から抜いてください。 
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1. 製品紹介 
 

 

高速文書画像スキャナをお買い上げいただき、誠にありがとうございます。こ

のスキャナを用いて、最大500ページの文書を一度にスキャンして、生産性を

向上させることができます。 
 
お買い上げのスキャナーをインストールして使用される前に、少し時間をとっ

て当マニュアルをご覧ください。 本スキャナでは、自動給紙装置から複数ペー

ジのドキュメントを一定の速度でスキャンしたり。 これで、スキャナーの開梱、

インストール、操作およびお手入れに関する正しい手順が示されています。 
 
 
1.1 パッケージ品目 

次の図はパッケージの内容を示しています。チェックリストの項目が全てある

かチェックしてください。欠けている物がある場合は購入された販売店に直ち

に御連絡ください。 
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1. メインユニット 
2. クイック ガイド /*CD 
3. USBケーブル  
4. 電源コード 
5. **プリントカートリッジ 
6. Ethernetケーブル 

 

5 3 

1 
2 

4 6 
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ご注意： 
1. 当装置に同梱のACアダプタFSP090-AABN3 (FSP Group)のみをご

使用ください。のみをご使用ください。他のACアダプタの使用は装置の故障の

原因となり、また保証事項が無効となります。 
2. パッケージを丁寧に開梱し、チェックリストに従って同梱物をチェックしてく

ださい。欠品や故障がある場合は、直ちに販売店に御連絡ください。 
3. *ソフトウェアCDは、欧州連合（EU）を除く特定の地域でのみご利用いた

だけます。パッケージにCDが含まれていない場合は、弊社公式ウェブサ

イトにアクセスし、製品の最新ドライバーおよびマニュアルをダウンロード

してください。 
4. **プリンターカートリッジの有無は、スキャナーのモデルによって異なりま

す。 
5. 特別支援サービスを受けるには、www.avision.comにアクセスしてあ

なたのAvision製品を登録してください。 
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1.2 前面図 

 

 

部品名 機能 
エクステンション 引っ張り出し、スキャンするドキュメントのサイズに

合わせて調整できます。 
用紙幅スライダー 下へ向かって[用紙幅]スライダーをスライドさせ原

稿ガイドをレターサイズの原稿に合わせます。 
ADF 用紙トレイ ドキュメントをスキャンするとき、この部分にドキュ

メントを載せます。 
用紙ガイド スキャンされるページが斜めにならないように、ド

キュメントの幅に合わせて調整します。 
操作パネル 液晶画面： 

スキャンする場合、上へ/下へボタンにより選択可
能な目的地の数が現れます。 
電源ボタン： 
電源ボタンを押して、電源を入れます。 
スキャンボタン： 
スキャンボタンを押して、スキャンを開始します。 
キャンセルボタン： 
キャンセルボタンを押して、一度スキャンをキャン
セルします。 

用紙ガイド 
 

用紙ストッパー 
 
 

電源ボタン 
 

用紙ガイド 
 

ADF  
用紙トレイ 

 

上へ/下へボタン付き

液晶スクリーン 
 

スキャンボタン 
 

キャンセルボタン 
 

用紙ガイド 
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原稿カバー カバーを開き、プラテンガラスの上に原稿
を載せます。 

用紙ストッパー ドキュメントがバラバラにならないように、ドキュ
メントの長さに合わせて調整します。 

 
 
1.3 コントロールパネル 

 
 

部品名 機能 

 

 スキャンとエラーのステータスを表示します。 
 スキャナのステータスおよび機能ボタンをソフトウ

ェアアプリケーション「Button Manager V2（ボ
タンマネージャーV2０」を介して表示します。 

/ アイテムの選択に使用されます。 

 
 ボタンマネージャV2 - プレスは、ソフトウェア·ア

プリケーションを介してスキャンを開始します。 

 選択を確認するために使用されます。 

 
 キャンセルボタンを押して、一度スキャンをキャンセルし

ます。 

 前の画面に戻るために使用されます。 

 

  を押して電源を入れる。 

 長押しすると電源が切れます。 
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1.4 背面図 

 

 
 
 
 

部品名 機能 
LANポート 有線ネットワーク接続のため、LANケ

ーブルをスキャナに接続します。 
USB ポート コンピュータに接続します。 
電源ジャック 電源コードをコンセントに接続する。 

電源ジャック 
 
 

USB ポート 
 

LAN ポート 
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1.5 LCD ディスプレイ 

Scanning through Appアプリをスキャンする 

スキャナドライバをインストールし、コンピュータに接続すると、LCD ディスプレ

イに次のように表示されます。  

 

Avision CaptureToolなどのTWAIN準拠のアプリケーションを使用してスキャン

を開始できます。 TWAIN ユーザーインターフェイスを使って、スキャンを開始

する方法については、第 4 章 –Avision プロパティダイヤログボックスを使用

する参照してください。 

 

Scanning through Button ボタンを介してスキャン 

1. スキャナードライバーをインストールし、イーサネットケーブル/USBケー

ブルを使ってスキャナーを接続すると、ボタンマネージャーが開き、次の 

LCD ディスプレイがプロンプト表示されます。  

 

2. コンピューターを選択します。 

3.  (OK) を押すと、次のボタンマネージャーパネルが表示されます。

希望のボタン番号または宛先を選択する場合は、矢印キーを使用してく

ださい。 最大 9 件の宛先を選択できます。 

 

USB接続に成功し

たことを示します 

コンピューターのロ

グイン名を表示しま

す 

LAN接続に成功し

たことを示します 
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4.  (スキャンボタン) を押すと、スキャナーに用紙が給紙され、指定

した宛先にスキャンした画像が送信されます。 
 
スキャンを行うためにボタンを押す方法については、第 6 章 – ボタンの

使用を参照してください。 
 

 
注: 
 USBモードとLANモードを同時に使用することはできません。 
 ボタンマネージャーが開かない場合、次のエラーがプロンプト表示さ

れます。 

 

      

 
 
 
 

Error! 
 

Please open 
Button 

Manager V2! 

ボタン番号および

ボタン名を表示し

ます 
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ステータスバー 

アイコン/ 

オプション 
ステータス表示 

 

 

USB接続に成功したことを示します。 

 

 

LAN接続に成功したことを示します。 

 その他の設定にアクセスする場合に選択します。 

 
 

Sleep Mode 

デバイスをスリーブモードから復帰させることなく、常に

オンにする場合は、スリーブモードをオフにしてくださ

い。選択肢：オン、オフ  

注：[スリーブモード]をオフにすると、[省エネ機能]は無

効になります。ただし、[自動電源オフ]は無効になって

いません。 

Information 
選択すると、スキャナー、イーサネットのスキャナー情

報が表示されます。 

Factory 
Default 

DHCP 有効化を含む工場出荷時のデフォルト設定に戻

り、オフにする場合に選択します, デフォルトのデバイ

ス名、ホスト名。 
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1.6 取り外し可能部品  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 

 
ピックアップローラ  

 
ADFローラー 

 
リバースローラー 
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2. スキャナーのインストール 
 

 
 
2.1 ご注意 

 
 スキャナーを直射日光にさらさないでください。直射日光または高熱にさ

らすとユニットの故障の原因となります。 

 スキャナーを湿気または埃の多い場所に置かないでください。 

 スキャナーは水平でなめらかな面に置いてください。傾斜や凹凸のある

面では機械的不具合や給紙に問題の生じる場合があります。 

 スキャナーの箱および包装材料は後での梱包用に保存して置いてくださ

い。 
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2.2 保護テープの取り外し 

1. 本体に貼られているテープを取り外します。 
 

 
 
2. ドキュメントフィーダーを開きます。 

 
 
3. ハンドルを引き、軽い力で、ADF カバーを開きます。 
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4. リバースローラーのカバーを開きます。 
 

 
 
5. ローラー右側のテープを取り外します。 
 

 
 
6. リバースローラーのカバーを閉じます。 
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7. ADF の中央を押し下げて、ADF を閉じ、所定に位置にはまるまで、元の

位置に移動させます。 
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2.3 電源の接続 

スキャナーの電源がオフになっていることを確認してください。 

電源アダプタの小さなプラグをスキャナーの電源ジャックに差します。他端は

適切な電源コンセントに差します。 

 

2.4 電源の投入 

 
前面パネルの電源ボタンを押してください。電源ランプが点滅します。スキャナ
の準備が整うと、ランプが点滅から点灯に変わります。スキャナの電源を切る
には、電源ボタンを押してください。電源ランプが消えます。 
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2.5 コンピュータへの接続 

1. USBケーブル正方形の端子(注1)をスキャナーのUSBポートに接続します。

お使いのパソコンの後側にあるUSBポートに長方形の端子を接続し

てください。 

注：最適なスキャン速度を確保するために、外部インタフェースにUSB 
3.2 Gen 1x1を採用します。お使いのパソコンがUSB 3.2 Gen 1x1に
対応している場合は、必ずお使いのパソコンの後側にある、青色で区別

されたUSB 3.2 Gen 1x1ポートにスキャナを接続してください。USB 
3.2 Gen 1x1接続により、スキャン速度を向上でき、また、USB 
2.0/1.1にも互換性があります。 

 

2. コンピュータはこのUSB装置を検出して “New Hardware Found (新
しいハードウェアが検出されました)”というメッセージを表示するはずで
す。 

3. 画面の指示に従い、次へボタンをクリックして続行します。認証画面が表
示されたら、続行をクリックしてインストールを完了します。 

4. Finish (完了)ダイアログボックスが表示される時、Finish (完了)ボ
タンをクリックします。 
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2.6 ネットワークケーブルに接続する 

 
1.   ネットワークケーブルの一端を、LANのスイッチングハブの利用可

能なポートに接続します。 
 

 
 

1. 図にあるように、もう一方の端を本製品の背面にあるLAN   
ポートに接続します。 
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2.7 ソフトウェアのインストール 

 
ご注意:  

スキャナドライバにはTWAIN、ISIS、WIAドライバが含まれます。、ス

キャナドライバのインストールが完了した後に、このスキャナでは

TWAIN、ISISまたはWIA経由でスキャンを行うことができます。 
TWAIN準拠の画像編集ソフトウェアアプリケーションを起動して、

TWAINまたはWIAユーザーインターフェースまたはISISソフトウェア

を選択して、ISISユーザーインターフェースを選択します。 Microsoft
のスキャナとカメラウィザードを起動して、WIAユーザーインターフェー

ス経由でスキャンすることもできます。 
 
ソフトウェアをインストールするには 2 つの方法があることに注意して

ください。 1 つは、http://www.avision.com/install から [Avision 
Update] をダウンロードすることです。 もう 1 つは、付属の CD から

手動でインストールする方法です。 パッケージにソフトウェア CD が
含まれている場合は、CD から手動でインストールしてみてください。 
 

2.7.1  [Avision Update]のダウンロード 

 
 
1. [Avision Update] を http://www.avision.com/install からダ

ウンロードします。 
 
2. [Avision Update.exe] を実行します。 
 
3. [License Agreement] (ライセンス契約) 画面が表示されます。

契約を読み、[I Agree] (同意する) を選択します。 

http://www.avision.com/install
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4. [次へ] (Next) をクリックして続行します。 
 

 
 
5. 利用可能なソフトウェア アプリケーションが表示されます。インストール

するアプリケーションを選択します。[Install] (インストール)をクリック

し、画面の指示に従ってインストールを完了してください。 
 



ユーザーズマニュアル 

 2-10 

 
* 使用可能なソフトウェア アプリケーションのリストは、製品タイプに

よって異なります。 

インストール画面の内容: 

 Driver:  スキャナと通信を行うには、スキャナドライバをインス

トールする必要があります。 

 Virtual Scanner Linkのインストール: ネットワーク内

で、ご利用のコンピュータをスキャナーに接続するには、

Network Setup Toolをインストールする必要がありま

す。*Virtual Scanner Link: モデルに応じて含まれるかどう

か。 

 Button Manager V2:  スキャナのボタンを使うには、ボタ

ンマネージャをインストールする必要があります。Button 
Manager V2を正しく動作させるためには、最初にスキャ

ナドライバをインストールしてからButton Manager V2
をインストールしてください。 

 AVSCAN X/PaperPort： スキャンし、複数ページの文書

を整理するためには、簡単かつ効果的に管理するためのソフト

ウェアアプリケーションをインストールすることができます. 
あるいは、 
www.avision.com/download からドライバーとマニュアルをダウンロー

ドすることもできます。 
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2.7.2 ソフトウェアのインストール 

 
i. 付属のCDをご使用のCD-ROMドライブに入れます。下図のようなインス

トールメニューが表示されます。 

2. “Install Scanner Driver (ドライバのインストール)”をクリックして

TWAINまたはドライバをインストールします。 

3. スクリーン上の指示に従って各アプリケーションをインストールしてくださ

い。 

 
 

インストール画面の内容: 

 スキャナドライバのインストール:  スキャナと通信を行うには、

スキャナドライバをインストールする必要があります。 

 ボタンマネージャのインストール:  スキャナのボタンを使うに

は、ボタンマネージャをインストールする必要があります。

Button Manager V2を正しく動作させるためには、最初

にスキャナドライバをインストールしてからButton 
Manager V2をインストールしてください。 
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 Virtual Scanner Linkのインストール: ネットワーク内

で、ご利用のコンピュータをスキャナーに接続するには、

Network Setup Toolをインストールする必要がありま

す。 
 AVSCAN X のインストール： スキャンし、複数ページの文

書を整理するためには、簡単かつ効果的に管理するためのソフ

トウェアアプリケーションをインストールすることができます. 

 マニュアルの表示:  [マニュアルの表示] をクリックして、スキ

ャナとボタンマネージャの詳しいユーザーズマニュアルを表示や

印刷ができます。 
 
 
3.   「スキャナドライバのインストール」をクリックしてスキャナドライ

バをインストールし、「Button Manager V2のインストール」をクリッ

クしてコンピュータにButton Manager V2をインストールします。 
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2.8 ネットワークスキャナーへの接続 

ネットワークスキャナーに接続する前に、Vitual Scanner Link (Network 
Setup Tool) が、ご利用のコンピュータにインストールされていることを確認し

てください。  Network Setup Toolは、付属の CD に含まれています。 

 
1. Start (スタート) > All Programs (すべてのプログラム) 

>Avision Virtual Scanner (Avision 仮想スキャナー) > 
Virtual Scanner Link (仮想スキャナーリンク) を選択するこ

とにより、[Virtual Scanner Link (仮想スキャナーリンク)] 
を起動します。 メインウィンドウが表示され、自動的にネット

ワーク内のスキャナーが検索されます。 数秒後、スキャナーモ

デルとスキャナーの IP アドレスを含む結果が、下に示すように

表示されます。 

 

2. 接続するスキャナーを選択し、[Connect (接続)] を押しま

す。 接続に成功すると、下に示すように接続マークが表示され

ます。. 
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3. スキャナーの接続に成功した後、ご利用の TWAIN 互換画像編

集ソフトウェアを起動し、スキャニングを開始します（図A）。 

 

または、スキャナーの[Scan]ボタンを押してスキャンを開始します（図

B）。 

 
 

 
図 A 

 
 
 
 

 
図 B 
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注： 
 VSLプログラムにより、複数のユーザーがいつでもネットワーク

スキャナーに接続できます。ネットワークスキャナーは、同時に 
1 人のユーザーのみが使用できます。 ネットワークスキャナー

が、他ユーザーにより使用中である場合、後でスキャナーに接続

するよう促すメッセージが表示されます。  スキャナーが利用可

能でる場合、スキャナーに接続する旨のメッセージが表示され、

ドキュメントのスキャニングが開始されます。 
 ネットワークスキャナーが検索されない場合、スキャナーとご利

用のコンピュータが、同じ LAN 内に無い可能性があります。 こ
の場合、スキャナーに固有の IP アドレスを割り当て、自動的に 
[Virtual Scanner Link (仮想スキャナーリンク)] が、スキャナ

ーを検索できるようにすることができます。 [Option (オプショ

ン)] ボタンをクリックし、[Searching Address (アドレスの検

索)] フィールド (1) に IP アドレスを入力し、次に [+] ボタン 
(2) をクリックし、最後に [OK] (3) をクリックして、完了し

ます。 
 

 
 
 検索時間: プログラムを起動すると、自動的にネットワーク内の

スキャナーを 5 秒間 (デフォルト) 検索します。 検索時間を 5 
～ 20 秒の範囲で変更することができます。 

 
 

(1) 

(3) 

(2) 
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 [Virtual Scanner Link (仮想スキャナーリンク)] プログラム

を閉じ、その後、再度、起動した場合、[Virtual Scanner 
Link (仮想スキャナーリンク)] は、自動的に以前接続していた

ネットワークスキャナーを検索し、接続します。 
 スキャナーがスリープモードに入る、または電源を切って再起動さ

せても、接続は常に有効です。VSLは以前接続したスキャナーを自

動的に検出し、再接続します。 
 

 [デバイスを自動的に検索し接続する]:スリープモード中のデバイス

を復帰させる場合やオフになっているデバイスを再度オンにする場

合に、時間 (1 ～ 5 分) を入力し、指定した時間ごとにデバイスに 
VSL を再接続する場合は、このオプションにチェックを入れてくださ

い。 

 [長い名前の代わりに指定した名前を使ってデバイスを接続する]:
このオプションにチェック入れ、コンピューターの希望の名前を入力

します。ただし、デバイスを再接続し、状態を更新する必要がありま

す。 
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2.9 ネットワークスキャナーで他のコンピューターに切り替える方法 

ネットワークスキャナーをネットワーク内の他のコンピューターに接続するに

は、以下の手順に従ってください。 
 
1. スキャナーの電源をオンにします。 

2. LAN（イーサネット）ケーブルがスキャナーに接続されていること、および

仮想スキャナーリンク（VSL）がコンピューターにインストールされている

ことを確認してください。（セクション2.3～2.7をご参照ください） 

3. Start>All Programs>Avision Virtual Scanner>Virtual 
Scanner Link を選択して、[Virtual Scanner Link]を起動させ

ます。メインウィンドウが表示され、ネットワーク内のスキャナーが自動

的に検索されます。 

4. VSL のメインウィンドウで、スキャナーを接続します。 

5. [スタート] > [すべてのプログラム] > [Avision ボタンマネージャー] を選

択して、ボタンマネージャー 2 を開きます。 

6. スキャナーに接続しているコンピューター (長い名前) のリストが表示さ

れます。 
  
 
 
 
 

7. 矢印キーを使用して、接続するコンピューターを選択し、（スキャンボタ

ン） (OK) を教えてください。ボタンパネルが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 

1. PC 1 
2. PC 2 
3. PC 3 
4. PC 4 
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8. 矢印キーを使用して、希望のボタン番号または宛先を選択し、（スキャン

ボタン） (OK) を教えてください。 

9. スキャナーが、用紙の給紙を開始して、指定したアプリケーションまたは

宛先にスキャンした画像を送信します。 
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2.10 他のユーザーがネットワークスキャナーを使用できないようにする方

法 

 
他のユーザーがネットワークスキャナーを使用できないようにするには、次の

手順に従ってください。 
 
1. LAN（イーサネット）ケーブルがスキャナーに接続されていること、および

仮想スキャナーリンク（VSL）がコンピューターにインストールされているこ

とを確認してください。（セクション2.3～2.7をご参照ください） 

2. Start>All Programs>Avision Virtual Scanner>Virtual 
Scanner Link を選択して、[Virtual Scanner Link]を起動させ

ます。メインウィンドウが表示され、ネットワーク内のスキャナーが自動的

に検索されます。 

3. VSL のメインウィンドウで、スキャナーを接続します。 

4. [スタート] – [プログラム] – [Avision xxx Scanner] – [Avision 
Capture Tool] を選択します。 (xxx:model) ドライバタイプとスキャ

ナモデルを選択し、[OK] をクリックします。以下の Avision Capture 
Tool のダイアログボックスが表示されます。 

 

5. [スキャン確認] のダイアログボックスで、[スキャン] ボタン ( ) 
をクリックするか、または [ファイル] メニューから [スキャン] を選択して

ください。スキャナーパネルに次の画面が表示されます。 この画面は、ス

キャナーが特定のユーザーによって一時的にロックされていることを示し

ています。 
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6. （スキャンボタン）を押すと、用紙がスキャナーに送られ、スキャンした画

像が表示されます。 

 

注意:  
 ロックステータスのタイムアウトは60秒です。 
 タイムアウト内にロック状態をキャンセルする場合は、スキャナーの（キ

ャンセルボタン）を押します。 
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2.11 スキャナーの詳細情報を確認する方法 

1.   スキャナーで、（下矢印）を押して[詳細設定] を選択し、（ス

キャンボタン）（Scan）を押して確認します。 [Information]オプションを

含む画面が表示されます。 
2.    [Information] を選択し、（スキャンボタン） (Scan) を押して、希望のオプ

ションを選択します。オプションに関する情報が、次のように表示されます。 
 
スキャナー情報: 
 
 
 
 
 
 
 
イーサネット情報: 
 
 
 
 
 
 
 
 
カウンター情報： 
カウンター ： ADF ローラーとリバースローラーのスキャンカウン ト

Scanner 
Ethernet 
Counters  
 

Model Name: 
ADXXXWN 
FW Version: 
5.xxxxxxx 
S/N: 
Axxxxxxxx 

Tray Adjust                   

Information 
Clean Mode 
 

IP Address 
10.1.23.45 
MAC Address: 
000232-1a2b3c 
DHCP: 
Enable 

Scanner 
Ethernet 
Counters  
 

Total: 
10  
ADF Roller: 
10 
Reverse Roller: 
10 

Scanner 
Ethernet 
Counter 
   
 

Tray Adjust                     

Information 
Clean Mode 
 

Tray Adjust                     

Information 
Clean Mode 
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2.12 スキャナーの IP アドレスおよびデバイス名を変更する方法 

1. [スタート] >[すべてのプログラム] > [Avision 仮想スキャナー] > [仮
想スキャナーのリンク] を選択して、[仮想スキャナーのリンク] を開始し

ます。メインウィンドウが表示され、ネットワーク内のスキャナーが自動

的に検索されます。 
 

 
 
2. スキャナーの IP アドレスを次のようにクリックしてください。スキャナーの 

Web ページが表示されます。 
 

         
 
3. 初めてログインする場合は、既定のユーザー名とパスワード ([admin]) 

を使用して、[ログイン] (login)をクリックしてください。特定の IP アドレス

を入力する場合は、[ネットワーク](Network) をクリックし、[有線] 
(Wired)>[ 次](Next)をクリックしてください,   または、デバイスのホスト

名を変更します。最後に [次](Next)>[ 書き出す](Export)クリックして、

完了してください。 
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注意： 
Webページを使用して、接続タイプや認証方法を変更したり、WPS
接続をサポートする他のアクセスポイントやルーターに接続したりす

ることもできます。 
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2.13 スキャナーのWebページにアクセスする 

スキャナーのWebページへのアクセスにアクセスするには、次の手順

に従ってください。 

1. ブラウザーを起動します。 

2. URLアドレスにスキャナーのIPアドレスを入力してください。埋

め込みWebページが表示されます。 

3. 初めてログインする場合は、既定のユーザー名とパスワード 
([admin]) を使用してください。 

4. 設定を変更し、[Update](更新)をクリックして完了です。 

 

メニュー項目の概要： 

 

情報 

ADF 経由のスキャン回数や消耗品など、スキャナーの基本情報が表示

されます。新しい交換部品を取り付けたら、[Reset Counter（カウン

タをリセット）]をクリックしてください。 

アカウント管理 

ログイン名とパスワードを変更するために使用します(最長 32 文

字）。 

ネットワーク 

ネットワーク接続を選択します。選択肢：*有線、無線（クライアント

モード）、無線（AP モード）、有線+無線（AP モード）、全ネットワ

ークオフ 
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ネットワークポート設定 
Web サーバー 選択肢： *http/https 

Web サーバーを暗号化したい場合は https を選択し

てください。デフォルトでは事前設定済みの証明書が

提供されます。  

証明書の管理 

証明書のアップロード 
クライアント

パスワード 
必要なパスワードを入力してください。クライアント

証明書をアップロードする場合は、正しい証明書パス

ワードを入力する必要があります。 

クライアント

証明書  
デバイス証明書ファイルを選択します。 

証明書リスト 現在提出済みの証明書が表示されます。 

アクション：削除（証明書を削除します） 

* デフォルト設定はイタリック体の太字で表示されます 
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2.14 プリンタカートリッジの取り付け (オプショナル) 

*プリンターカートリッジの有無は、スキャナーのモデルによって異なります。 
 
1. 印刷カートリッジの箱を開き、カートリッジの背面から保護テープを取り

外します。 

 
 

 

重要: 

 プリント用カートリッジを取り外す場合は、できるだけ早
く交換してください。プリント用カートリッジをデバイス
の外に長時間放置すると、インクが乾燥し、ノズルが詰ま
る可能性があります。 

 インクカートリッジを保持するときは、インクが衣服また
は周辺に付着しないよう、慎重に保持してください。 

 
 

 
2. テープと取り外した後は、インクノズル () または金接点 () に触れ

ないようにしてください。 

   
 

 
 

  
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3. インプリンタカバーを開きます。 

   

 

4. 指を使って、固定レバーを持ち上げて、印刷カートリッジホルダーを開きま

す。 

 

 

5. カートリッジのタブを保持し、ラベルを上に向け、タブを左に位置合わせし

ながら、カートリッジをホルダーに挿入します。 
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6. 印刷カートリッジホルダーの固定レバーを固定されるまで下げます。 
 

 

7.  印刷カートリッジホルダーを文書の通過位置に位置合わせします。 
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8. プリントカートリッジホルダーの矢印と製品の矢印を合わせます。 
 

 

 
 

 

重要： 

矢印マークが揃っていない場合、インプリンターは書類に文字
を印刷する位置にありません。 

           

 

 

  
 

 
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9. インプリンターカバーを閉じます。 

 

 
 

 

重要： 

1. プリントカートリッジホルダーの上部背面には、原稿サイ
ズのマークがあります。 用紙サイズまたは原稿の印刷開始
位置を調整します。 

2. 実際の原稿を ADF にセットし、プリントカートリッジが原
稿の幅内に収まっていることを確認します。 

 

3.  一旦プリント用カートリッジを取り付けたら、それをマシ
ンから取り外したり、外部に放置したりしないようにしてく
ださい。プリント用カートリッジが乾燥し、再取り付けする
とき、デバイスが正常に動作しない可能性があります。最適
な印刷品質を保持するため、初めて使用してから 6 か月以
内のプリント用カートリッジを使用してください。 

 
 
 

 

原稿の幅 
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3. 初めてのスキャンを行う 
 

3.1 ADFペーパートレイへの文書のセット 

3.1.1 ADF使用時の注意 
 
 
ADFご使用の前に、文書が下記の規格を満たしていることをご確認ください。 
 

• 文書サイズは 50 x 85 mm (2 x 3.3 in.) インチから 308 x 432 
mm (12.12 x 17 in.) の範囲です。 

• 文書の重量は 27 ~413 g/m2  (7 ~ 110 lb.) ポンドです -直線用紙

パス 

• 文書の重量は 27 ～ 105 g/m2 (7 ～ 28 lb.) ポンドです –U ターン

用紙パス 

• ID カード厚は 1.25 ｍｍ(0.05 in.)までです。 

• プラスチックカード：ISO7810 ID-1 タイプに準拠 

• 文書は正方形または長方形で、状況が良好であるもの(破れやすかった

りや擦りきれたりしていない)。 

• 文書はめくれ、皺、破れ、乾ききっていないインクまたはパンチ穴などが

ないものを御使用ください。 

• 文書にはホチキス針、ゼムクリップ、付箋紙などが付いていないものを御

使用ください。 
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文書をさばく 

複数の紙が送られることや紙詰まりを回避するには、原稿をパラパラめく

り、上部の端を揃えてからスキャナに載せます。 

 

1. 原稿の両端を持ち、数回パラパラめくります。  

 
 

2. 原稿を 90 度回転させ、同じようにパラパラめくります。 

3. タックの下部をテーブルの上部に軽くたたいて、ドキュメントの端を揃
えます。 スタックを90度回転させ、繰り返します。 
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ドキュメントを送る 

1. ドキュメント フィーダーとそのエクステンションを開きます。 

2. 出力トレイを開き、用紙ストッパーを上げます。 
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3. ペーパーガイドを使用して、複数ベージを含む文書を保持します。 

 

 

4. 文書は表面を下に向けて(フェイスダウン)ADFペーパートレイにセット

します。 
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5. 文書の両側をペーパーガイドに合わせます。 

6. A3 サイズの用紙ををスキャンする場合は、下図に示すように、入力ト

レイと出力トレイの拡張部を引き出してください。文書の上部をフィー

ダに向け、文書を上向きの状態で、ロードしてください。(ADF質
量:<7kgs (15.43 lb.)) 
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あるいは、 
 
中央のスイッチを下に移動すると、右の用紙ガイドを左の用紙ガイドと別々に

動かすことができます。また、その逆も可能です。次に、図のように 2 つの用

紙ガイドの間にドキュメントをセットします。  
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3.1.2 カードの読み方 
 
大きさと重さが異なる書類をまとめてスキャンするときは、画像が斜めになっ

たり、用紙が詰まったりしないように次のガイドラインに従ってください。 
 
 
1. 最初に文書の前端を揃えます。このとき、大きい順に用紙を重ねます。 
 

 
 
 
2. 2 つのページの大きさが同じで重さが異なる場合、重いものから順にペ

ージを揃え ます。  
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3. 束になった用紙の底を机の上で軽く叩き、文書の端を揃えます。 
 

 
 
 
4. 挿入口の中心に用紙を置きます。最も大きいページの端が用紙ガイドに軽く

触れるようにします。 
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0   

USB 

 

 

 
 

3.2 入力トレイにロードした枚数を指定する 

 
入力トレイを持ち上げる時間を削減するため、入力トレイにロードする枚数を

指定することができます。  
 
コントロールパネル経由で、枚数を指定するには、 
 

1. スキャナーで、（下矢印）を押して[詳細設定] を選択し、[Scan

（スキャン）]を押して確認します。 
 
 

 

 

 

 

 

 

2. またはを使用して、[Tray Adjust（トレイ調整）]を選択

し、[Scan（スキャン）]を押して確認します。以下のオプション

が表示されます。 

 
 
3. 上および下キーを使って、希望の枚数を選択します。選択肢：50、

125、250、375、500 枚 (既定値)。 

4. [Scan] (スキャン) ボタンを押して、選択を確定し、メイン操作画面に

戻ります。 
 

 

Tray Adjust                     
Information 
Clean Mode 
Factory Default 
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または 
 
TWAIN ユーザーインターフェイスの Scan Properties (スキャンプロパテ

ィ) ダイアログを経由して、枚数を指定することができます。(第 4 章の「用紙

タブ」を参照してください)  
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3.3 スキャナのインストールの確認 

 
 
スキャナが正しくインストールされたかどうかを確認するため、Capture Tool 
という便利なテストプログラムを用意しています。このツールを使い、簡単なス

キャンを実行し、取り込まれた画像を確認できます。また、指定の速度でスキ

ャンを実行することができます。 
 
以下の手順でスキャナのインストールを確認してください。インストールが正し

く行われていない場合は、前章をご覧になり、ケーブル接続やスキャナドライ

バのインストールについてご確認ください。   
 
スキャナの電源を入れてください。 
 
1. [スタート] – [プログラム] – [Avision xxx Scanner] – [Avision 

Capture Tool] を選択します。 (xxx:model) 
 

[スキャナモデルの選択] のダイアログボックスが表示されます。 

 
 



ユーザーズマニュアル 

 3-12 

 
 
2. ドライバタイプとスキャナモデルを選択し、[OK] をクリックします。以下の 

Avision Capture Tool のダイアログボックスが表示されます。 
 
 
 

 
 
 

 

 

3. ファイル形式のドロップダウンリストから、ファイル形式を選択します (既
定値は JPEG ですが、TIFF、GIF、BMP などからも選択できます)。 

4. ファイルパスの欄に任意のフォルダ名とファイル名を入力してください 
(既定値は C:\Documents and Settings\User Name\My 
Documents\My Scan\Image です)。 

メモ: スキャンした画像を保存しない場合は、[保存] ボタンの選択を解除

してください (既定では有効になっています)。保存を解除すると、サムネ

イル表示ができなくなります。このため、スキャンしたすべての画像を表示

した後、最後の画像が画面に表示されたままとなります。  

5. セットアップボタン ( ) をクリックするか、または [ファイル] メニュ

ーから [セットアップ] を選択し、[スキャナのプロパティ] ダイアログボッ

クスを表示してください。 

セットアップ      

スキャン 保存      ファイル形式  ファイルパス 

実物大 ページに合わせる 
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6. 画像選択欄でスキャンした画像の種類を選択してください。(既定値は表

面 B&W です)。両面スキャナをお持ちの場合、表面と裏面の両方を選

択し、ドキュメントの両面をスキャンすることもできます。 

7. [OK] ボタンをクリックして、[スキャナのプロパティ] ダイアログボックス

を終了します。([スキャナのプロパティ] ダイアログボックスに関する詳

細は、「スキャナのプロパティダイアログボックスを使用する」の章をご覧

ください。) 

8. ADF に文書の表を上にして、またはガラス面に向けて置いてください。 

9. [スキャン確認] のダイアログボックスで、[スキャン] ボタン ( ) 
をクリックするか、または [ファイル] メニューから [スキャン] を選択して

ください。 

10. 文書がスキャンされ、[スキャン確認] 画面に表示されます。スキャンされ

た画像が表示されると、スキャナのインストールの確認は完了です。 
 
 
 
 
 
 

画像選択欄 
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11. スキャンされた画像は、右側の表示ツールバーを押し、ページに合わせ

て ( ) 表示させるか、または実物大(100%) ( ) で表示するこ

とができます。 

12. 右上の終了マーク(Ｘ)をクリックするか、[ファイル] メニューから [閉じ

る] または [終了] をクリックし、Capture Tool を終了します。 

 

 

ページに合わせる 
サムネイル表示 
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3.4    ユーザインタフェースの一覧 

 

 
 
 
1. タブ 選択： Image (画像)、Compression (圧縮)、

Color Dropout (カラードロップアウト)、Paper (用
紙)、Multi-Feed Detection (用紙重送検知)、
Preview (プレビュー)、Options (オプション)、
Settings (設定)、Information (情報)。 

2. 画像タイプ 画像タイプとスキャンしたい面を選択します。 
3. 輝度 輝度レベルを-100～+100 調節します。 
4. コントラスト コントラストレベルを-100～+100 調節します。 
5. 解像度 スキャンされた画像の品質を決めます。標準解像度は

200dpi です。 
6. 反転 スキャンされた画像の色を反転します。 
7. スキャンソース オプション：自動原稿送り装置(Auto Document 

Feeder)、フラットベッド、自動(スキャンナーモデルに
より異なります。) 

8. デフォルト値 タブ上の全ての値を工場出荷時のデフォルト値にリセッ
トします。 

 

3 
4 
5 
6 

7 

1 
 

2 

8 
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3.4 情報を印刷する 

スキャナの TWAIN ユーザーインターフェイス ([Scanner Properties 

(スキャナプロパティ)] ダイアログボックス) の [Imprinter (インプ

リンタ)] タブを使用して、英数字、日付、時刻、文書数、カスタムメ

ッセージを文書の表面に印刷することができます。 
 
情報を印刷するには、 
 

1. インプリンタ(Imprinter)タブをクリックし、インプリンタダイア

ログボックスを表示させます。 

 

2.  外付けインプリンタを選択します。 

3.    印刷テキストに希望の設定を設定します。((詳細については、後

続のセクション 4.13 「インプリンタタブ」を参照してください)) 

4.    スキャン(Scan)ボタンをクリックすると、情報のスキャンと印刷

を開始します。 
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注: 
矢印は印刷可能な位置を示します。 
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4. [スキャナのプロパティ] ダイアログ 
ボックスの使い方 

 
 
[スキャナのプロパティ] ダイアログ ボックスでは、スキャナの様々な

設定を行うことができます。この章では、このダイアログ ボックスに

含まれる各タブ付ウィンドウについて説明しています。 
 
注:  
 この章では、デュプレックス (両面) スキャナを基に全オプションが使用

可能です。 シンプレックス (片面) スキャナをお買い上げの場合は、片

面のみで全オプションが使用可能です。 
 スキャナ機能の可用性は、お使いのスキャナモデルによって異なりま

す。 
 

 
 

[スキャナのプロパティ] ダイアログ ボックス 
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4.1 [スキャナのプロパティ] ダイアログ ボックスのボタン 

 
[スキャナのプロパティ] ダイアログ ボックスのボタン 

 
ボタン 説明 

既定値 [既定値] ボタンをクリックすると、各タブで工場出

荷時の既定値が表示されます。   

Cancel 

(キャンセル) 

[スキャナのプロパティ] ダイアログ ボックスを終了

するときは、Cancel [キャンセル] ボタンをクリック

します。 
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下の表に既定値を示します： 
 
タブの名前 既定値 
画像 画像：前面白黒 

2 値化：動的しきい値 
解像度：200 dpi 
反転：白地に黒 
スキャン ソース：自動ドキュメントフィーダー 
しきい値：なし 
輝度：なし 
コントラスト：なし 

圧縮 なし 
ドロップアウト カラ
ー 

なし 

用紙 切り抜き：自動 
傾き補正：あり 
方向：垂直 
オーバースキャン：0.00  
単位：インチ 

マルチフィード検
出 

なし 

プレビュー なし 
オプション 回転角度：なし 

白紙ページの削除：なし 
エッジフィル：白、0 mm 
画像コントロール オプション：なし 

設定 省電力設定： 有効、最後のスキャンから 15分後 
スキャン過程を表示：はい 
警告メッセージを表示：はい 
閉じた後設定を保存：はい 

プリンタ 
 

デジタルプリンター 
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4.2 タブの表示と非表示を切り替える 
 

初期設定では[スキャナプロパティ] ダイアログボックスが開き、

Image (画像)、Paper (用紙)、Information (情報) の 3 つの基本タ

ブが表示されます。 他のタブを表示するには、[スキャナプロパティ] 
アイコンをクリックし、他のスキャン設定にアクセスします。 
 
他のタブを表示するには、 

1. 左上隅の [スキャナプロパティ] アイコン ( ) をクリックし、

[Tab (タブ)] を選択して利用できるタブ名を表示します。 利用

できるタブには、Compression (圧縮)、Color Drop out (カラ

ードロップアウト)、Preview (プレビュー)、Rotation (回転)、
Separation (分離)、Multi-Feed (用紙重送)、Options (オプシ

ョン)、Settings (設定)、 Imprinter (インプリンタ)があります。 
(注記: オプションはスキャナモデルによって異なります。) 

2. 表示するタブを選択します。 選択したタブにチェックマークが付

き、[スキャナプロパティ] ダイアログボックスに内に表示される

ようになります。 
3. 設定にアクセスするには、[スキャナプロパティ] ダイアログボッ

クスの上部で選択されたタブをクリックします。 選択されたタブ

のページが表示されます。 
 
タブウィンドウを非表示にするには、 

1. 左上隅の [スキャナプロパティ] アイコン ( ) をクリックし、

[Tab (タブ)] を選択して利用できるタブ名を表示します。 
2. 非表示にするタブを選択します。 選択したタブが [スキャナプロ

パティ] ダイアログボックスで非表示になります。 
注記: [Image (画像)]、[Paper (用紙)]、[Information (情
報)] タブはディフォルト設定で表示するようにプログラムされて

いるため、非表示にはできません。  
 
 
 
 



ユーザーズマニュアル 

 4-5 
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4.3 画像タブ  

[画像] タブでは、ドキュメントの表面または裏面、画像タイプなどを選択し、

様々なスキャンの基本設定を行うことができます。解像度を除き、表面と裏面

のスキャン設定は別々に行うことができます。タブ別に見ると、[画像] タブ、

[圧縮] タブ、[ドロップアウト カラー] タブのすべての設定は、表面と裏面で

別々な設定が可能です。  一方、[用紙] タブ、[オプション] タブ、および [設
定] タブは、表面と裏面が一致している必要があります。  
 

 
 

[画像] タブのダイアログ ボックス 
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4.3.1 画像選択ボックス 

 

 

[画像選択] ボックスには、画像タイプとドキ

ュメント表面/裏面オプションが含まれます。カ

ラー ドキュメントの表面と裏面の両方をスキ

ャンする場合は、[表面カラー] と [裏面カラ

ー] の両方をチェックしておきます。オプション

はスキャナ タイプにより異なります。 

 
例 1: 両面カラー ドキュメントの表面と裏面をカラー スキャン 

 

表面/裏面および 
画像選択 

 
表面 

 
裏面 

 

 

 

 
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例 2: 両面カラー ドキュメントを、片面を白黒でスキャンし、もう片面をカラー
でスキャン 

 

表面/裏面および 
画像選択 

 
表面 

 
裏面 

 

画像タイプ 説明 
カラー カラー画像を本来の色でスキャンする場合は、[カラー] 

を選択します。  
グレイ 原稿に灰色の影が含まれている場合、[グレイ] を選択

します。 
白黒 原稿に文字、鉛筆やペンによるスケッチのみが含まれる

場合、[白黒] を選択します。 

  
 

白黒 グレイ カラー 

 

 
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表面/裏面自動カラー検知： 

クリックすると、カラー文書をカラー画像モードで自動検出し、表裏両面のスキ

ャンを実行します。文書がカラーの場合、スキャナは自動的にカラー画像とし

て取り込みます。文書がカラーではない場合は、非カラーセクションのオプショ

ンから白黒またはグレイモードの出力を選択できます。このオプションは、原

稿にカラーとそうでない物が混在する場合に便利です。 
 
注意：「表面自動カラー検知」を選ぶと、裏面の画像モードは指定できませ

ん。また、その逆の設定についても同様です。 
 
自動カラー検知モード： 
［前面/背面自動カラー検知］が選択されている場合、このモードは表

示っされます。選択肢には、ノーマル、紙の色を無視するが含まれま

す。請求書など背景色のある紙については、［紙の色を無視する］を

選択すると、背景色が自動的に消去され、検知精度が向上します。 
 

  
通常 単色背景を無視する 

 
 
自動色検出の感度 

主に白黒テキストで占められた少量の明色・淡色を含むドキュメントを、ファイ

ルサイズ縮小のためにカラー画像として認識させたくない場合、バーを左に動

かすことで感度値を下げ、これらの画像を白黒画像として検出させるようにで

きます。値の範囲は1～100で、デフォルト値は37です。 
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原本 
 
 
 

  
感度：1 
(カラー画像として認識されます) 

感度：100 
(白黒画像として認識されます) 

 
 
両面に同じ設定: 
クリックすると、文書の両面に同じスキャン設定が適用されます。この

オプションを選択すると、変更した設定が前面と背面の両方に自動的に

適用されます。たとえば、最良の解像度として 300 dpi を選択した場

合、文書の前面と背面の両方にそれが適用されます。 
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4.3.2 その他の画像オプション 

2 値化 これはグレイスケールまたはカラー画像を白黒のみの２ト

ーンの画像に変換するプロセスです。（注：２値化と呼びま

す） この変換には、いくつかの方法があります。オプショ

ン:ダイナミック閾値、固定処理、ハーフトーン1～5、誤差

拡散。 

動的しきい値:[動的しきい値] を選択すると、スキャナは

各ドキュメントを動的に評価し、高画質画像を生成するた

めの最適なしきい値を決定します。これは、薄い文字、影

のある背景、カラー背景などが混在する複数のドキュメン

トを1つの設定だけでスキャンする際に使用します。[動的

しきい値] を選択すると、[しきい値]、[輝度]、[コントラス

ト] の設定はできなくなります。 
 
動的しきい値 (AD):「動的しきい値 (AD)」を選択

すると、動的しきい値機能の拡張モードを実行でき

ます。ただし、このモードを使用した場合、スキャン

速度が落ちることがあります。 
 
動的闘値の感度 
時おり、スキャン画像に小さい点や斑点が入ることがあり

ます。これらの斑点を除去するには、バーを右方向に動か

すことで感度値を上げます。値の範囲は1～30で、デフォ

ルト値は20です。 
 
固定処理:白黒やその他のコントラストの高いドキュメント

に使用します。白か黒かを判断する移行点のレベルを設

定します。しきい値は、濃度の全範囲で設定可能です。

[固定処理] は、[コントラスト] を 0 に設定します。[固定

処理] を選択した場合、[コントラスト] は変更できませ

ん。 
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ハーフトーン:白黒表示の他に、ハーフトーンでは異なるサ

イズのドットを使用することで画像をモノクロ階調にできま

す。ハーフトーン画像は、新聞で見る写真に似ています。オ

プションにはハーフトーン1、ハーフトーン2、ハーフトーン

3、ハーフトーン4、ハーフトーン5があります。  
 
誤差拡散:誤差拡散は、ハーフトーンの一種です。誤差拡散

により優れた画像テクスチャが得られ、画像のテキストがハ

ーフトーンより読みやすくなります。 
 

      
ハーフトーン画像              誤差拡散画像 
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しきい値 グレイスケール画像を白黒２値の画像に変換するために使

われます。0～255 の値で設定します。しきい値が低いと画

像は明るくなり、背景や、分かりにくく不要な情報を抑えること

ができます。しきい値が高いと、画像は暗くなり、薄い画像を

より鮮明にすることができます。  
[しきい値] のスライドバーを左右にドラッグしてしきい値を調

整し、希望のしきい値に設定します。 
 

 
 

200 dpi、 
しきい値50、輝度 0 

 
 

200 dpi、 
しきい値 100、 
輝度 0 
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グレー: 
ドキュメントタイプ:  選択肢:  標準、フォト、ドキュメント   
スキャンしたドキュメント用の画像タイプとしてグレーを選択すると、ドキュメン

トタイプの 3 つのオプションが提供されます。  選択肢:  標準、フォト、ドキュ

メント。  
 
• ドキュメント: オリジナルドキュメントにテキストだけが含まれる場合や、

テキストとグラフが含まれる場合は、ドキュメントを選択します。これは、

通常のビジネスドキュメントに最適な設定です。  ドキュメントを使う場合

は、調整できるのはしきい値だけです。   
• フォト: オリジナルドキュメントに写真が含まれる場合は、フォトを選択し

て、写真を鮮明なグレースケール画像で再生します。  フォトを使う場合

は、しきい値とコントラストは調整できません。 
• 標準:  標準を使う場合は、しきい値、輝度、コントラストを調整できます。  
 
 
しきい値:  値の範囲は 0 ～ 255 です。  デフォルトは 230 です。  しきい

値が低いと画像は明るくなります。これを使って、背景、微妙さ、不要な情報を

抑制できます。しきい値が高いと画像は暗くなります。これを使って、フェイント

画像をピックアップできます。しきい値設定を調整するには、しきい値スライド

バーを左右にドラッグして、希望するしきい値にします。 



ユーザーズマニュアル 

 4-15 

 
 

 
標準 

 
フォト 

 
ドキュメント 
(しきい値: 230) 
 

 
標準 

 
フォト 

 
ドキュメント 
(しきい値: 230) 
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輝度 

 
 

画像の明るさや暗さを調整します。値が高いほど画

像は明るくなります。スライダーを左右にドラッグし、

輝度を増加または減少してください。範囲は –100～
+100 です。 

コントラスト 画像の暗い影と明るい影との間の範囲を調整しま
す。コントラストが高いほど、グレイスケールの差は
大きくなります。スライダーを左右にドラッグし、コント
ラストを増加または減少してください。範囲は –100
～+100 です。 
 

   
輝度 -50 輝度0 (正常) 輝度 +50 

   
コントラスト -50 コントラスト0 (正常) コントラスト +50 
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解像度 解像度のコントロールで、希望するレベルの鮮明さをもっ

たスキャン画像になります。解像度は 1 インチ当たりの

ドット数 (dpi という単位）で示されます。通常、dpi の数

値が高いほど解像度が高くなり、画像ファイル サイズも

大きくなります。解像度が高いほど、スキャンには時間が

かかり、スキャン画像が多くのディスク容量を必要としま

す。たとえば、A4 サイズのカラー画像を 300 dpi の 
True Color モードでスキャンすると、約 25 MB のディ

スク容量を必要とします。 高解像度 (通常は 600 dpi 
以上を指します) は、小さな範囲を True Color モード

でスキャンする場合にのみ推奨します。  
ドロップダウン リストから解像度を選択してください。既

定値は 200 dpi です。利用可能な解像度は 75、

100、150、200、300、400、600 となっています。ま

た、ドロップダウン リストの右側にあるボックスをクリック

して任意の値を選択し、矢印キーを押して希望の値を選

択し、[追加] ボタンをクリックすると、この値をドロップダ

ウン リストに加えることができます。ロップダウン リスト

に加えることができます。メモ:インプリンターまたは

MICRリーダーがスキャナに接続されている場合、解像

度は最高でも 300 dpi までです。 

 
解像度75 dpi 

 
解像度150 dpi 
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反転 画像の輝度と色を反転させる機能です。既定値は [白地に黒] 

です。反転モードは、[黒字に白] となります。カラー画像につい

ては、[反転] コマンドにより各ピクセルが補色に変換されま

す。 
 

 
白地に黒 

 

 
黒地に白 

 

 
 
カラーレジストレーション 
カラー画像の品質を向上させるにはチェックを入れます。 
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スキャン 
ソース 

オプション: 
 自動ドキュメント フィーダー:複数ページをスキャンする場

合に使用します。 
 フラットベッド:1 枚の用紙のみをスキャンするときに使用

します。例えば、新聞の切り抜き、しわやよじれのない用

紙などです。  
 フラットベッド (ブックエッジ型): 本の中の数ページをスキ

ャンする場合に使用します。 
 自動: スキャナが自動的にスキャン ソースを設定します。

[自動] が選択されており、自動ドキュメントフィーダー 
(ADF) とフラットベッドの両方にドキュメントがある場合、

スキャン ソースは自動的に ADF に設定されます。[自
動] が選択されており、フラットベッドにのみドキュメントが

ある場合、スキャン ソースはフラットベッドに設定されま

す。 
 両面から1枚の画像に合成： 

フロント入力トレイのあるシートフィード両面スキャナの場

合、A3サイズの原稿を画期的な方法でスキャンできます。

この際、A3サイズの原稿を2つに折ってA4サイズにし、フ

ロントトレイから入れます。「スキャン原稿」オプションから

「両面から合成」を指定すると、スキャナは原稿の両面をス

キャンしてから2枚のA4画像を1枚のA3画像に合成しま

す。 
 
注：この機能を使うには、キャリアシートが必要です。キャ

リアシートで原稿を読み取る方法については、セクション

4.6.2「その他用紙の選択」をご参照ください。 
 
ご注意：「両面から1枚の画像に合成」を選ぶと、「切り取

り」および「マルチフィード」機能はオフになります。 
 
この機能は自動文書フィーダーで利用できるようになりまし

た。ただし、一度に許可されるページは1ページだけです。 
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注記: [Image（画像）] タブの [Scan Source（ス

キャンソース）] オプションで [Merge Two Sides
（2 つの面を結合する）] を選択すると、スキャナは文

書の両面をスキャンし、1 つの画像に結合します。 
 
 

「両面を1つの画像にマージする」が選択されている場

合、「水平マージ」、「垂直パージ」、「垂直マージ

（裏面反転）」などが利用可能になります。文書の裏面

が上下逆さまである場合は、「垂直マージ（裏面反

転）」を選択すると、裏面が自動的に180度回転され、

マージされます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
オプションはスキャナ タイプにより異なります。 

 
 
 
 
 
 

垂直結合 

前面 

背面 

前面 背面 

水平結合 
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カラーマッ

チング 

 

カラーマッチングの目的は、正確な色を取得することです。こ

のオプションは、デフォルトのパラメーター(ICCプロファイル)
を使用して、画像の色を調整します。  
選択肢：なし、文書、写真 
• なし：「なし」を選択して、この機能を無効にします。 
• 文書：元のコンテンツに純粋なテキストかテキストとグラフ

ィックの混合物が含まれている場合、通常のビジネス文書

に最適な設定である「文書」を選択します。 
• 写真：元のコンテンツに写真が含まれている場合、写真を

鮮やかな色で再現するために「写真」を選択します。 
• ミックス：原稿にテキストとグラフィックが混在している場合

は「ミックス」を選択します。 
• sRGB：別のデフォルトパラメータを使用して画像の色を調

整するには「sRGB」を選択します。  
 

            
通常 

 

           
カラーマッチングの後 
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調整： 
 
チェックを入れると、[調整]ダイアログボックスが表示され、カラーバラ

ンスや色相（純色）、彩度（色の強さ）、明度（明度/暗さ）などのパ

ラメータを使用して画像の色を調整できます。 
 
 

4.3.3 カラー画像のスキャン 

カラー画像をスキャンする場合は、次のオプションを利用可能です。  
 輝度 
 コントラスト 
 解像度 
 反転 

 
 

4.3.4 グレイスケール画像のスキャン 

グレイスケール画像をスキャンする場合は、次のオプションを利用可能です。  
 輝度 
 コントラスト 
 解像度 
 反転 
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4.3.5 白黒画像のスキャン 

白黒画像をスキャンする場合は、次のオプションを利用可能です。  
 2 値化 (動的しきい値) 
 解像度 
 反転 

 
または 

 2 値化 (固定処理) 
 しきい値 
 輝度 
 解像度 
 反転 
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4.3.6 プロファイルの編集 

[スキャナのプロパティ]のダイアログボックスで、よく使用するスキャン設定を

保存や、変更ができます。 このプロファイルは、名前を変更したり、削除する

などして編集できます。  
 
新規プロファイルを追加するには、以下の要領で行います。 
 
1. 設定をカスタマイズします。(たとえば、解像度、ファイル形式、クロップ方

法、スキャンサイズ、その他のスキャン設定などを変更します。)  
2. [イメージ] タブをクリックし、[プロファイル] を選択します。[プロファイル

の編集] ダイアログボックスが表示されます。  

 
 
3. [追加] をクリックしてプロファイルの名前を入力し、[保存] を選択します。 

 
 
4. 新しいプロファイルが保存され、[プロファイル] のドロップダウンリストに

表示されます。  
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プロファイルの読み込み方法: 
 
1. [イメージ] タブで、[プロファイル] のドロップダウンリストから、お気に入

りのプロファイルを選択します。 

 
2. お気に入りのプロファイルがすぐに読み込まれ、[スキャナのプロパティ] 

のダイアログボックスに表示されます。 
 
 
プロファイルの削除は、次の要領で行います。 
 
1. [イメージ] タブから [プロファイル] を選択し、[プロファイルの編集] ダ

イアログボックスを表示します。 
2. ドロップダウンリストから削除するプロファイルを選択します。 

 
3. [削除] をクリックします。"このアイテムを削除してよろしいですか?" と

いう確認メッセージが表示されます。 
4. [はい] をクリックして削除するか、または [キャンセル] をクリックして削

除をキャンセルします。 
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プロファイルの名前を変更するには、次の要領で行います。 
 
1. [イメージ] タブから [プロファイル] を選択し、[プロファイルの編集] ダ

イアログボックスを表示します。 
2. ドロップダウンリストから名前を変更するプロファイルを選択し、[名前の

変更] をクリックします。 

 
 
3. プロファイルの新しい名前を入力します。 

 
 
4. [はい] をクリックして削除するか、または [キャンセル] をクリックして削

除をキャンセルします。 
 
メモ: 
 あらかじめ定義されたプリセットプロファイルには、フラットベッド、片面-白

黒/200 dpi、片面-グレイ/200 dpi、片面-カラー/200 dpi、両面-白黒

/200 dpi、両面-グレイ/200 dpi、両面-カラー/200 dpi があります。 

もし、片面ないしシートフィードスキャナをつかう場合は、両面ととフラット

ベッドはご利用になれません。 
 現在のプロファイルの設定が変更されている場合、現在のプロファ

イルの前に[*]記号が付きます。たとえば、[*二重、色、 200 dpi]の
ようになります。必要であれば、[OK]または[スキャン]ボタンをク

リックします。ダイアログボックスが開き、新しいプロファイルを

保存するように求められます。 
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4.4 圧縮タブ 

[圧縮] タブでは、圧縮レベルを選択し、スキャンした画像を圧縮することがで

きます。白黒２値画像は通常、[Group 4] (G4) と呼ばれる CCITT 標準で

圧縮されます。カラーおよびグレイスケール画像は JPEG 技術で圧縮されま

す。[JPEG 画質] のスライドバーを左右に動かし、圧縮レベルを増加または

減少します。圧縮レベルが大きいほど、画質は劣化します。既定値は 50% 
です。 

 
圧縮は画像編集アプリケーションにより異なります。お使いの画像編集アプリ

ケーションが対応していない圧縮形式については、警告メッセージが表示され

るか、または圧縮ファイルの画質が利用できないものになります。  
 
JPEG (Joint Photographic Editor Group)このグループは、スキャナやソ

フトウェア アプリケーションにより幅広く利用されているカラーおよびグレイス

ケール画像のためのファイル圧縮標準を開発しました。Microsoft Windows 
ベース システムでは、この方法で圧縮されたファイルに .jpg という拡張子が

与えられます。 
 

カラーまたはグレイスケール画像をスキャンする場合、次の圧縮を利用するこ

とができます。 
 なし 
 JPEG 

 
白黒画像をスキャンする場合、次の圧縮を利用することができます。 

 なし 
 G4 
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圧縮: 
定格速度でスキャンを完了する場合、送信中、スキャンされた画像は、デフォ

ルトで圧縮されます。 しかし、最高の画質を得るために、画像データを出力す

る前に解凍することを選択できます。 
 
 
 
 
 
 
アプリケーションへ:  
画像データを圧縮して、TWAIN ドライバからアプリケーションに転送するかど

うかを選択します。注記： 通常、2 階調画像は、グループ 4 (G4) と呼ばれ

る CCITT 規格を使用して圧縮されます。  多くの場合、カラー画像とグレース

ケール画像は、JPEG 技術を使用して圧縮されます。 [Image Quality] 
(画質) スライダを左右に動かして、画質を増減します。 画質が高ければ高い

ほど、圧縮レベルは低くなります。 デフォルトは 50 ％です。  
 
圧縮は画像編集アプリケーションによって異なります。 画像編集アプリケーシ

ョンが圧縮形式の種類をサポートしていない場合、圧縮ファイルの画像は異常

に見えます。 
 
スキャナから: (メモ:スキャナのタイプによりこの機能がついているものとな

いものがあります。) 
スキャンした画像を圧縮してスキャナから TWAIN ドライバに転送するかどう

かを選択します。  
選択肢: 非圧縮、* 最高画質 (低圧縮レベル)、高画質 (通常圧縮レベル)、
通常画質 (高圧縮レベル)。 (*: 工場出荷時デフォルト設定) 
 
 
 
 
 
 
 

スキャン画

像 
スキャン画

像 

スキャナ スキャナドライバ 画像編集アプリケーション 
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[圧縮] タブのダイアログ ボックス 
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4.5 ドロップアウト カラー タブ 

4.5.1 ドロップアウト カラーの選択 

[カラードロップアウト] タブでは、緑、赤、青、あるいは自分で指定
した色を選択し、スキャンした画像からその色の部分を削除できます。
この機能は OCR (光学式文字認識) ソフトウェアの使用時に、テキス
トをシャープにするために利用されます。 

 

 
 

[ドロップアウト カラー] のダイアログ ボックス 
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選択肢：なし、自動、赤を削除、緑を削除、青を削除、カスタム 

- なし：何の色も削除しません。 
- 自動：自動的に主色を削除して画像を出力します。 
- 赤を削除/緑を削除/青を削除： 指定した色を削除して画像を出力

します。 
- カスタム：RGB (赤、緑、青) 値をそれぞれ入力して、削除する色

を指定します。 
 
詳細オプション：  
- 品質モード：範囲： 0~20  デフォルト： 10 

[品質モード] が選択されているとき、[フィルターしきい値] スラ

イダーを利用して削除する色を決定できます。値が低いと、選択し

た色がそれだけ多く削除されます。値が高いと、選択した色がそれ

だけ多く残ります。 
- 通常モード：最適化された設定を利用し、色を決定します。 
 

 
元画像 

 
自動/緑を削除 (通常モード) 

 
赤を削除 (通常モード) 

 

緑を削除 (品質モード：しきい

値：18) 
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カラードロップアウトの結果をプレビューする： 

カラードロップアウトの結果をプレビューするには、次の手順に従って

ください。 

1. 左上隅の [スキャナープロパティ] アイコン ( ) をクリック

し、[タブ] を選択して利用できるタブ名を表示します。 

2. [プレビュー] を選択して [プレビュー] タブを表示します。 

3. [プレビュー] タブをクリックして [プレビュー] ページを表示

します。 

4. ドキュメントをスキャナーに載せ、[プレビュー] ボタンをクリ

ックし、プレビュー画像を表示します。 

5. [画像] タブで、[グレー] または [白黒] 画像モードをクリック

し、[カラードロップアウト] タブで [カスタム] を選択しま

す。[プレビューウィンドウ] ボタンが表示されます。 

6. [プレビューウィンドウ] ボタンをクリックし、プレビュー画像

を [プレビュー] ウィンドウに表示します。 

7. カーソルをプレビュー画像の上に移動させます。マウスのカー

ソルがスポイトに変わります。 

8. クリックして削除する色を選択します。 

9. マウスボタンを押したままにすると、指定した色を削除した後

の結果が表示されます。その結果で問題なければ、[OK] をク

リックしてプレビューウィンドウを閉じます。 
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プレビューウィンドウ       カラードロップアウトの結果 

 
 
カラー パレットで色を選択するには 
 
 
1. Color Dropout [スキャ

ナーのプロパティ] ダイ

アログ ボックスで 
Scanner Properties [カ
ラー ドロップアウト] 
をクリックします。 
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2. Image Selection[画

像選択] ボックスで 

Gray 「グレー」また

は B&W「白黒」を選

択し、Color 
Dropout [カラー ド
ロップアウト] ドロッ

プダウン メニューで 

Custom「カスタム」

をクリックします。

カラー パレットが表

示されます。 
 

 
3. カーソルをパレット

の上に移動させま

す。カーソルが + 印
になります。 

 

4. クリックして色を選択します。RGB 値も同時に変化します。 
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4.6 用紙タブ  

[用紙] タブでは、画像出力に関する値を定義します (自動的に切り抜くかどう

か、スキャン範囲、オーバースキャン、マルチフィード検出など)。  
 

 

[用紙] タブのダイアログ ボックス 
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4.6.1 切り抜き  

 
[切り抜き] は、スキャンされたドキュメントの一部分をキャプチャします。

オプション:自動、自動 (36”) 、転送固定、ドキュメントに基づく, EOP 
(ページエンド) 検出, オート多重。 

オプション 説明 

自動 自動を選ぶと、さまざまな文書サイズに合わせて

クロップ ウィンドウが調整され、斜めになった

文書を自動的にまっすぐ整えます。文書のサイズ

がまちまちである場合には、このオプションを使

用します。 
自動 (36”) 自動(36”)を選ぶと、最大 36” の文書サイズに合

わせてクロップ ウィンドウが調整され、斜めに

なった文書が自動的にまっすぐ整えられます。

（サポートされる最大長はスキャナ モデルによ

って異なります。） 

メモ:スキャナのタイプによりこの機能がついているも

のとないものがあります。 
転送固定 この機能は、画像のある一定範囲またはゾーンを定

義します。同じサイズのドキュメントを処理する際に使

用します。このオプションを選択すると、矢印キーを使

って X と Y のオフセット値、幅と長さを定義し、スキャ

ン範囲を再指定することができます。[表示] ウィンド

ウは値を変更する際に、画像配置を表示します。 
EOP (ページ

エンド) 検出 
この機能は、画像のある一定範囲またはゾーンを定

義します。同じ幅、異なる長さのドキュメントに使用し

ます。このオプションを選択すると、矢印キーを使って 
X と Y のオフセット値、幅と長さを定義し、スキャン範

囲を再指定することができます。[表示] ウィンドウは

値を変更する際に、画像配置を表示します。 
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オート多重 このオプションにより、フォト、IDカードや名刺とい

った様々な大きさのドキュメントを平台(利用可能な

場合)に置き、1回のスキャンで複数の個別にクロ

ップされた画像が作成できます。 メモ: 多重画像

を正しく作成するには、各ドキュメントの間のスペー

スを少なくとも12mm(0.5インチ)空けてください。 
ドキュメントに基づ

く 
このオプションは、ドキュメントの様々な部分を切り

取り、白黒、グレイ、カラーなどで別々にイメージを

取り込むことができます。たとえば、あるアプリケー

ションでは、ドキュメント全体を白黒で保存し、次に

ドキュメントの一部をカラーで保存する必要がある

とします。このオプションは、写真が入ったドキュメ

ントや、履歴書などのドキュメントで同じ場所に書

かれた署名を処理する場合などに便利です。 

 

以下のオプションは、[転送固定] が選択されている場合のみ有効です。  

 X オフセット — スキャナの左端からスキャン範囲の左端まで

の距離です。  
 Y オフセット — スキャナの右端からスキャン範囲の右端までの

距離です。  
 幅 — スキャン範囲の幅です。  
 長さ — スキャン範囲の長さです。  
 中央:中央に置かれたフィーディングの X オフセットを、選択され

たドキュメント サイズに合わせて自動的に計算します。 

 — スキャン範囲は、スキャン範囲を維持しながら、矢印キ

ーを使用して動かすことができます。結果は [表示] ウィンドウで

確認できます。   
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調整オプション機能は自動が選択されている場合のみ利用できま

す。 
調整—正/負の値のマージンを画像の前/後ろ/左/右に入れます。 
自動原稿送り装置を使用する場合、調整が行われます。調整によ

り歪んだ画像上のコーナークリッピングの可能性が低減します。

調整値を設定するには、上へ/下へボタンを使用して調整値を選

択します。上/下または左/右を押して、インチ/mm/ピクセルの

調整値を選択します。1.00 から -1.00までの範囲内の値を選択で

きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(範囲): -1” ~ +1 “ 
 
 
: 原本 
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ドキュメントに基づく:(同サイズのドキュメントの一括処理に使用) 
このオプションは、ドキュメントの様々な部分を切り取り、白黒、グレイ、カラー
などで別々にイメージを取り込むことができます。たとえば、あるアプリケーシ
ョンでは、ドキュメント全体を白黒で保存し、次にドキュメントの一部をカラーで
保存する必要があるとします。このオプションは、写真が入ったドキュメント
や、履歴書などのドキュメントで同じ場所に書かれた署名を処理する場合など
に便利です。   
 
以下の手順では、ドキュメント全体を白黒で、ドキュメントの一部をカラーで処
理する方法について説明しています。   
 
1. [用紙] タブで、[クロップ] オプションから [ドキュメントに基づく] または 

[固定転送] を選択します。 

2. [スキャン範囲] から、スキャンサイズを選択します。選択されたスキャン
サイズが赤い四角い枠線で表示されます。これは、ドキュメント全体のス
キャンサイズでもあります。(例: ISO A5.別のスキャン範囲を選択せず、
選択を [なし] にすると、既定の範囲がスキャナの最大範囲になりま
す。)  

 
 
3. [プレビュー] タブをクリックし、[プレビュー] ウィンドウを表示します。黒

い四角い枠線が表示され、さきほど選択した最大スキャンサイズを示し
ます。 

 
 
 
 
 

赤い枠線 
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4. [プレビュー] ボタンをクリックすると、低解像度でイメージ全体が表示さ

れますので、スキャン範囲が正しくクロップされているかどうかを確認で
きます。  

 
5. [イメージ選択] ボックスからイメージタイプを選択します。選択されたイ

メージがハイライトカラーで表示されます。(例: 表面カラーなど) 

6. カーソルを [プレビュー] ウィンドウに置き、マウスの左ボタンをクリック
します。図のようなプラス記号が表示されます。マウスの左ボタンをドラ
ッグしながら希望のサイズを決め、スキャンサイズを設定します。選択さ
れた範囲は、図のように赤い枠線で表示されます。  

黒い枠線 

選択されたイメージ 

プレビューイメージ 

イメージ選

択範囲 

プレビューボタン 
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7. イメージ選択ボックスから白黒イメージをチェックすると、ドキュメント全
体をスキャンできます。 

8. [スキャン] ボタンをクリックし、2 種類のイメージタイプとサイズでドキュ
メントのスキャンを開始します。(以下はスキャン結果です。)  

 

   
ドキュメント全体を白黒で                  選択範囲のみをカラーで 
 

 

  

選択範囲  

プラス記号 
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4.6.2 その他用紙選択 

 
キャリアシートモード 
このオプションにチェックを入れると、キャリアシート (オプション) 
を使って標準サイズ以外の用紙 (破れやすい、不定形の用紙) をスキャ

ンする時に、用紙サイズに合わせて自動的にスキャンウィンドウをクロ

ップします。 
 
キャリアシートを利用して用紙を取り込む 
 
キャリアシートは、標準サイズ以外の用紙をスキャナに取り込む時に使

用する専横のプラスチック シートです。 通常の方法ではスキャンでき

ない用紙をスキャンできます。 また、A3 や B4 など、A4 サイズより

大きい用紙は半分に折り畳み、キャリアシートに入れ、両面モードでス

キャンすることでスキャンできます。 写真のような痛みやすい用紙

や、切り抜きのような直接読み取るのが難しい不規則なサイズの用紙も

スキャンできます。 
 
キャリアシートを利用して用紙をスキャンするには、  
 
A3 など、A4/レターサイズより大きい用紙の場合 

a. スキャンする用紙を半分に畳みます。 
b. 用紙はしっかりと畳み、しわを伸ばします。 これを守らないとス

キャン中に用紙が曲がることがあります。 

 
1. キャリアシートを開き、中に用紙を入れます。 

用紙の上部をキャリアシートの上部 (印刷される領域) に合わせ

ます。 
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A3 など、A4/レターサイズより大きい用紙の場合 
用紙の上部にキャリアシートの上部 (印刷される領域) を合わ

せ、折り畳まれた部分をキャリアシートの右端に合わせます。そ

れにより、上隅で用紙がキャリアシートに収まります。 
  

 
標準サイズ以外の用紙の場合 
キャリアシートの中心に用紙を置きます。 

 
 
2. 灰色のセクション (印刷するセクション) が下を向くようにキャ

リアシートを取り込みます。 

3. キャリアシートの幅に合わせて用紙ガイドを調整します。 
ガイドとキャリアシートの間にスペースができないように用紙ガ

イドを調整します。 ガイドとキャリアシートの間にスペースが

あると、スキャン中にキャリアシートの位置がずれたり、スキャ

ンされた画像が曲がることがあります。 

4.  スキャンを開始します。 
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注意: 
 [Carrier Sheet (キャリアシート)] はキャリアシートに対応してい

るモデルで利用できます。 
 [Carrier Sheet (キャリアシート)] にチェックを入れると、一部の

機能が無効になります。 
 アプリケーションによってはこのオプションが正常に機能しない場

合があります。 
 
 
スキャン範囲  

ドロップダウン リストから希望の用紙サイズを選択します。または、[スキャン

範囲] ボックスをクリックし、[追加] をクリックして、これをオプション内に追加

します。 
オプション: 

なし 
US Letter- 8.5”x 11” 
US Legal – 8.5” x 14” 
ISO A4 – 21 x 29.7 cm  
ISO A5 – 14.8 x 21 cm 
ISO A6 – 10.5 x 14.8cm 
ISO A7 – 7.4 x 10/5 cm 
ISO B5 – 17.6 x 25 cm 
ISO B6 – 12.5 x 17.6 cm 
ISO B7 – 8.8 x 12.5 cm 
JIS B5 – 18.2 x 25.7 cm 
JIS B6 – 12.8 x 18.2 cm 
JIS B7 – 9.1 x 12.8 cm 
スキャナ最大サイズ 
長いページ (<118”) 
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長いページ(<118”): 
スキャナの制限を超えた長いドキュメントをスキャンする際は、[長いページ] 
を選択します.[長いページ] を選択すると、[マルチフィード検出] 機能はご利
用になれません。  (*スキャナのタイプにより、オプションは異なります。) 
 
長いページ (<118”) が選択されているときは、必ず Length (長さ) 
と Width (幅) フィールドに文書のサイズを指定してください。 
 
 
長いページの文書をスキャンするときの注意点: 

1. ADF 用紙トレイのエクステンションを引き出します。 

2. 出力トレイの周辺に十分な空間を確保し、飛び出した用紙が出力
トレイから落ちないようにします。 

3. 性能を維持するため、長いページの文書をスキャンするときは、
カラーモードの場合、解像度を300 dpi 以下に、白黒モードの場
合は600 dpi 以下に設定してください。 

4. システム環境、アプリケーション、指定した用紙サイズによって
は、メモリが不足して長いページの文書をスキャンできないこと
があります。 

 

オーバースキャン 

[オーバースキャン]により、ユーザーは、画像の上下または左右に特定の余

白を追加できます。 (スキャナ タイプによりオプション内容は異なります)。こ
の機能により、傾き補正の際に画像の角が切り取られる可能性を減らすこと

ができ、ADFで傾いたドキュメントの束を一括スキャンする際などに適用でき

ます。0～+5 mm の値を選択します。オーバースキャンの結果は [表示] ウ
ィンドウには表示されず、機能の利用方法はスキャナのタイプにより異なりま

す。  
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プレフィード 

選択肢：Enable（有効）、Disable（無効）。有効を選択時、原稿送り装置にセ

ットされたドキュメントの、スキャナによるプレフィード開始までの時間を設定す

ることができます。このオプションはデフォルトで無効に設定されています。 

注：このオプションの有効性はスキャナモデルにより異なります。 
 
搬送タイムアウト 
最初のスキャンジョブ完了後から自動スキャン開始までの、スキャナの待ち時

間を設定します。この機能は特に、同じスキャン設定で複数の別々のドキュメ

ントをスキャンする場合に便利です。デフォルト値は0で、値の範囲は0～30
秒です。 
 
 
注意：  
1 指定されたタイムアウト時間内にドキュメントを原稿送り装置にセット

すると、スキャナによってスキャンが自動的に開始されます。 
2 スキャナにフラットベッドオプションがあり、原稿をフラットベッドにセット

する場合は、タイムアウト後に TWAIN ユーザーインタフェースの

Scan（スキャン）ボタンをクリックしてスキャンを開始する必要がありま

す。  
 
 
折り紙検出 
チェックを入れると、用紙の四隅に折り目があるかどうかをスキャナが検出す

る機能が有効になります。 
 
選択：なし、停止、継続 
折り目を検出した場合、スキャンを停止するか継続するかを選択します。 
 
範囲：2～30mm（デフォルト：10mm） 
スキャナが検出する折り目の大きさを設定します。 
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背景設定 このオプションにより、スキャニングの背景を設定でき

ます。選択肢：白背景、黒背景 

注：自動文書フィーダー付きのシートフィードスキャナの

場合、このオプションは現在、「自動トリミング」モードで

のみ利用可能です。平台プラテン付きのスキャナの場

合、このオプションは、「自動トリミング」か「トランスポー

トに固定」モードで利用可能です。 
 
「自動トリミング」か「トランスポートに固定」モ

ードの選択に関する詳細については、セクショ

ン4.5.1 トリミングを参照してください。 

 
白背景 

 

 
黒背景 
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4.7 マルチフィード検出   

[マルチフィード検出] 機能は、ドキュメントが重なってADF を通る場合にそれ

を検出します。マルチフィードは通常、ホッチキスでとめられたドキュメント、装

丁されたドキュメント、帯電したドキュメントなどで発生します。メモ:スキャナの

タイプによりこの機能がついているものとないものがあります。 
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追加長さ検出 

[追加長さ検出] は、マルチフィードされたドキュメントの長さを定義することが

できます。この値は、スキャン範囲を超える追加の長さを示します。[表示] ウ
ィンドウには、値を変更するたびにドキュメント サイズを表示します。値が 0 
の場合、追加長さ検出はありません。[追加長さ検出] は、同じサイズのドキュ

メントを ADF でスキャンする際に理想的です。   
 
超音波検出   
超音波検出により、文書と文書の間の用紙の厚みを検出するので、重なった

文書が検出可能です。選択肢：左、中央、右 

超音波センサを通して、マルチフィード検出を有効にする文書の領域を

指定します。  

 

 

 

左 

 

 

 

中央 

 

 

 

右 

 
感度（超音波検出）：超音波センサーによるマルチフィード検出の感

度レベルを調整します。 選択肢：自動（通常のドキュメントに適合）、

低、中、高。 たとえば、薄紙（例：28g）の束をスキャニングする必要

がある場合は、[高]を選択してください。厚紙（例：128g）の束をスキ

ャニングする必要がある場合は、[中]/[低]を選択してください。 
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 マルチフィード後にスキャンを停止する 

- これが選択されていない場合、重送が検出されても、文書全体のスキ

ャンが続行します。文書全体がスキャンされた後に、重送ダイアログボ

ックスが開き、重送が検出され、再スキャンの必要がある用紙の番号が

表示されます。 

- これを選択すると、以下のオプションが表示されます。 

 

 
停止：これが選択されている場合、マルチフィードが検出された後に、

スキャナーはスキャンを停止します。これ以上ダイアログボックスは表

示されません。 

 
確認：これを選択すると、マルチフィードが検出されたページの画像が

表示され、3つのオプションが提供されます。 

 

 スキャンを続行： マルチフィードページの画像が適切な

場合は、[スキャンを続行] を選択し

て、残りのページのスキャンを続行し

ます。 

 スキャンを続行（画

像を破棄）： 

 

マルチフィードページの画像が適切で

ない場合は、[スキャンの続行（画像

を破棄）] を選択して、残りのページ

をスキャンします。マルチフィードペ

ージは無視されるため、ページを再ス

キャンする必要があります。  

 スキャンを停止： 

 
スキャナーはスキャンを停止します。

スキャナーの残りのページを取り除き

ます。文書のステープルや粘着テープ

をはがします。または、文書を扇形に

広げて、残りのページを再スキャンし

てください。  
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 マルチフィードのサウンドアラーム  

Wave ファイルを追加すると、マルチフィードが検出されているものの、

警告ダイアログボックスが表示されない場合に、アラームが鳴るようにで

きます。 

サウンドアラームの追加方法: 

1.  スピーカー アイコン右側の [参照] ボタンをクリックします。[開く] のダイ

アログ ボックスが表示されます。  
2.  ここで wave ファイルを選択します。  

3.  [開く] ボタンをクリックします。wave ファイルが追加されます。  
 

単位 
主な測定システムを定義します。インチ、ミリ、ピクセルのいずれかを使用しま

す。  
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マルチフィードを検出するエリアと、検出しないエリアを指定する 

*お使いのスキャナーの種類により、この機能が利用できるかどうかは

異なります。 

マルチフィード検出が有効になっている状態で、付箋、レシート、写真

などが添付さえたドキュメントをスキャンする必要がある場合、スキャ

ナはこれをマルチフィードエラーと誤認識し、スキャンを停止すること

があります。このようなドキュメントタイプをスキャンする際には、詳

細オプションを利用できます。 詳細機能には 2 つのオプションがあり

ます。マルチフィードとして検出するエリアと、検出しないエリアは手

動で指定することができます。または、ドキュメントをスキャンして、

マルチフィードを回避するエリアをスキャナに記録させることもできま

す。 

 

 

 

 

 

 

 
添付付きのドキュメント 

 
 エリアを手動で指定する 

 
マルチフィードで検出するエリアを指定する方法： 

 

 

 

 

付箋 
 
 
領収書 
 
 
 
写真 
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1. [Multi-Feed] （マルチフィード）タブをクリックし、

[Ultrasonic Detection]（超音波検出）>[Advanced]（詳

細）を選択します。 

     
2. [Selected Range]（選択範囲）にチェックが入っていることを

確認します。 

3. [Selected Area]（選択エリア）ドロップダウンリストから、

[Enable]（有効化）を選択します。 

4. 下図に示されているように、デフォルトでハイライトされているエ

リアの上部を下げるか、デフォルトでハイライトされているボック

スの下部を上げて、エリアを指定します。    

 

 

 

 

 

 

 

 
5.  [OK]をクリックして設定を保存します。 選択エリアがマルチフ

ィードとして検出されます。 

上部 

下部 

マルチフィード検出

エリア 
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マルチフィードで検出しないエリアを指定する方法： 

 
1. [Multi-Feed] （マルチフィード）タブをクリックし、

[Ultrasonic Detection]（超音波検出）>[Advanced]（詳

細）を選択します。 

2. [Selected Range]（選択範囲）にチェックが入っていること

を確認します。 

3. [Selected Area]（選択エリア）ドロップダウンリストから、

[Disable]（無効化）を選択します。 

4. 下図に示されているように、デフォルトでハイライトされている

エリアの上部を下げるか、デフォルトでハイライトされているボ

ックスの下部を上げて、エリアを指定します。    

 

 

 

 

 

 

 

 
5.  [OK]をクリックして設定を保存します。 選択されていないエリ

アは、マルチフィードとして検出されません。 

 
 インテリジェント マルチフィード 

用紙をスキャンして、マルチフィードとして検出されないエリアを作成

し、スキャナにそのエリアを記憶させることで、マルチフィードとして

回避させることができます。最大 5 つのパターンセットを設定できます。

上部 

下部 

マルチフィード検出エリ

アを回避 
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以下の手順に従って、マルチフィードとして検出されないプロファイル

を作成または編集します。 

 
1. [Multi-Feed]（マルチフィード）タブをクリックしてから、

[Advanced]（詳細）> [Intelligent Multi-Feed (Bypass 

Multi-Feed)（インテリジェント マルチフィード（マルチフィ

ードの回避））を選択します。 

    
2. [New]（新規）をクリックします。[Insert your paper]（用

紙を挿入してください）ダイアログボックスが表示されます。添

付のある用紙をスキャナに挿入して、[Yes]（はい）をクリック

します。スキャナが用紙の給紙を開始し、添付エリアがスキャナ

に記憶されます。 

 
3. プロファイルに名前を付けるためのダイアログボックスが表示さ

れます。マルチフィードを回避するプロファイルの名前を入力し、

[OK]をクリックします。 

4. インテリジェント マルチフィードプロファイルが保存されました。 
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現在のプロファイルの名前を変更するか削除する方法： 

 
1. 名前を変更するか削除する現在のプロファイルを選択します。 

2. ユーザーの名前の入力を求めるダイアログボックスか、リクエス

トを確認するダイアログボックスが表示されます。 

3. 名前を入力するか、リクエストを確定します。 

 
既存するスキャナのプロファイルをエクスポートする方法： 

[Export]（エクスポート）をクリックして、[Export Profile]（プ

ロファイルのエクスポート）ダイアログボックスにプロファイル名を入

力します。[Save]（保存）をクリックして、プロファイルを .imf フ

ァイルに保存します。 .imf ファイルは次のパスに保存されます。 

 
C:\ProgramData\xxxx （xxxx はスキャナのモデル名） 

 
現在のプロファイルを別のスキャナにインポートする方法： 

[Import]（インポート）をクリックして、ファイルを選択します。

[Open]（開く）をクリックすると、以前に保存したプロファイルが

[Profiles]（プロファイル）ドロップダウンリストボックスに重複され

ます。 
 

ステープル検出： 
ステープル検出機能により、取り外されていないステープルが検

出されたとき、自動的にスキャンプロセスを停止します。取り外

されていないステープルが検出できない場合、文書が破れたり、

つまったり、装置が損傷したりするなどのエラーが発生する可能

性があります。 
 
 



ユーザーズマニュアル 

 4-57 

 
 
スキャナーには、供給スロットの両側にセンサーがあり、ホチキス針の

付いたドキュメントが持ち上げられたとき、供給エラーを検出します。 

 

注： 

フィーダーに対して供給されるドキュメントのコーナーが検出可能な高

さまで十分に持ち上げられていないため、ドキュメントのコーナーを検

出できません。 

 
 

 
 
 

アイテム 説明 

 
ホチキス針検出装置 

 
検出不可領域を示します。 

 
検出可能領域を示します。 
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4.8 プレビュータブ 

 
プレビュータブでは、最終的なスキャンを行う前に、低解像度スキャンにより画

像をプレビューすることができます。画像をプレビューすることで、スキャン範

囲を設定することができます。[スキャン範囲] のドロップダウンボックス、また

はディスプレイウィンドウでカーソルをドラッグ&ドロップして、スキャン範囲を設

定してください。赤い四角い枠が選択範囲を示します。 
 
メモ:[用紙] タブで [自動クロップ] を選択した場合、[プレビュータブ] でスキ

ャン範囲を選択することはできません。 
 

 
 

プレビュータブ 
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4.9 強化タブ 

Enhancement（強化）タブでは、次の追加画像処理が設定可能です。   
 

 
[オプション] タブのダイアログ ボックス 
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パンチ穴を

消す  
パンチ穴のある文書をスキャンしたときに出力されるスキャン

イメージからパンチ穴を消去できます。この機能はスキャナモ

デルによってはご利用いただけないことにご注意ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以下の場合は、パンチ穴を消去できません。 
• 解像度が 150dpi より低く設定されています。 
• 穴が文書の端の近くにあります。 
• 穴が文書の端に沿って整列していません。 
• パンチ穴の消去機能は「Auto Crop (自動クロップ)」が

有効になっている場合にのみ利用できます。 Paper (用
紙) タブの Cropping (クロップ) オプションで「Fixed to 
Transport (移送箇所固定)」、「EOP (End of Page) 
Detection (改ページ検出)」、「Automatic Multiple 
(自動マルチ)」、「Relative to Documents (文書関

連)」のいずれかが選択されている場合、Punch Hole 
Removal (パンチ穴の消去) オプションは無効になりま

す。  
 

 

元の文書 出力されるイメージ 
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陰影の削除 「画像」タブの「スキャンソース」

オプションで「平台」が選択されて

いるとき、「陰影の削除」オプショ

ンが有効になります。クリックする

と、書籍のスキャン時に背部分の陰

影が取り除かれます。  
 

  

削除前 削除後 
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背景処理: [背景処理)] オプションを利用すると、背景色を滑らかにす

るか、削除して画像をより鮮明にできます。 このオプションは、請求

書などの色のついた用紙に特に役立ちます。 
選択肢: なし (既定)、滑らか、削除 
- なし - 背景処理が行われません (既定)。 
- 滑らか - より統一した背景色で画像を作ります。 このオプション

を選択すると画質が向上します。 
- 削除 - 背景色を特定し、削除します。 
 
感度： 選択肢：0、1、2、3、4  デフォルト： 0 
- 値が大きいほど、背景色が維持されます。 
 
Mode (モード): 自動、Moiré  
[滑らか] が [背景処理] オプションで選択されている場合、[モード] 
オプションの選択肢は自動とテキストになります。 
- 自動 - 工場で事前にプログラムされたモードを使用して、背景を滑

らかにします。 
- Moiré – 印刷された素材をスキャンする時に、画像の背景に現れ

るモアレパターンを削除します。 
 
[削除] が [背景処理] オプションで選択されている場合、[モード] オ
プションが [色で塗りつぶす]に変更されます。 選択肢: 白、自動 
- 白 - 背景色を特定し、白色に塗り替えます。 
- 自動 - 背景色を特定し、最も広い背景域の色に塗り替えます。 
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背景処理: なし 
 
 

      
 

背景処理: 滑らか                                   背景処理: 削除 
色で塗りつぶす: 白 

 
 

注記: 小さな領域の背景色が処理または削除されることはありま

せん。 
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エッジフィ

ル 
この機能を使用すると、スキャンした画像に枠線を追加でき

ます。[色の編集]ボックスをクリックして、特定の色を選択し

ます。 

 
原稿 

 
エッジフィル: 5mm (黒) 

 
選択肢：なし、固定、自動。 
[固定] を選択し、上、下、右、左のいずれかの値を入

力して、境界線のサイズを指定します。 
[自動] を選択すると、工場出荷時に定義されたサイズが

選択されます。 
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斑点除去 
 
時おり、小さな点や斑点がスキャンされたイメージの背景に出現することがあ

ります。 不要な斑点を除去することで、OCR(光学式文字読取装置)処理する

イメージを向上させ、また圧縮ファイルのサイズを減少させます。 
 
ノイズの番号(サイズ)および範囲を指定することで、除去したい斑点(イメージ

ノイズ)を定義します。 測定単位は画素（ピクセル）です。 画素数が大きけれ

ば大きいほど、より多くの斑点が除去されます。  

 
斑点除去前  
(ノイズ番号:0、ノイズ範囲:1) 

 
 

 
斑点除去後  
 (ノイズ番号:22、ノイズ範囲:10) 
 

注意:  
•この機能は現在、黒白イメージにのみ利用可能です。 
•定格回転数でスキャンするには、ノイズ範囲を10画素以下に設定するようお

勧めします。 
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線の削除:「白黒」画面モードが選択されているとき、「線の削除」オ

プションが有効になります。線の削除は画像の線を消去し、OCR (光学

文字認識) 精度が上がるように文字を再構築します。 

選択肢:なし、フォーム、水平線、垂直線 

なし - これが既定のモードであり、いかなる線も削除しません。 

フォーム - 「フォーム」を選択すると、文書内のフォームが削除され

ます。 

水平線 - 「水平線」を選択し、水平線の長さを入力すると、指定した

長さを超える水平線だけが削除されます。長さ範囲:10 mm～無制限 

垂直線 - 「垂直線」を選択し、垂直線の長さを入力すると、指定した

長さを超える垂直線だけが削除されます。長さ範囲:10 mm～無制限 
 

  
なし  フォームの削除 

  
水平線の削除 

(30 mm 超え) 
垂直線の削除 

(70 mm 超え) 
 
IntelliScale 
チェックを入れて [設定] を選択すると、IntelliScale ツールによって

スキャン開始位置が調整されたチャートを選択できます。この機能は、

スキャナーのモデルによって使用可能かどうかが異なります。 
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4.10 回転タブ 

Rotation（回転）タブでは、次の画像回転オプションが設定可能で

す。 
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画像回転 スキャンした画像を回転させる場合は、ドロップダウン 
リストから回転角度を選択します。 

オプション:なし、90°時計回り、90°逆時計回り、

180°, 自動ベースオンコンテンツ. 
 

 

原稿  
90°時計回り 

 
90°逆時計回り 

 

 

180°回転 
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 自動ベースオンコンテンツ:自動ベースオンコンテンツ

が選択されているとき、画像はその内容に基づいて適

切な方向に回転できます。 
 
コンテンツに基づいて自動:「コンテンツに基づい

て自動」が選択されているとき、そのモードが有

効になり、他のオプションを選択できます。 

モード:クイック、フルテキスト、コンプレクシテ

ィ 

クイック - 既定のモードであり、画像を高速で回

転できます。 

フルテキスト - テキストの方向が混在した文書の

ための拡張モードです。 
コンプレクシティ - 拡張モードですが、クイック/
フルテキストモードと比較すると低速であり、画

像またはテキストの方向が複雑な文書に利用され

ます。 
 
 

  
テキストの方向がさまざまな
文書 

背景が濃いか複雑な文書 
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画像の分割 画像を分割することで、水平または垂直に 2 
つの別々の画像が生成されます。 これは、2 
ページを 2 つの画像 (1 画像に 1 ページ) 
として保存したい場合、画像ごとに 2 ページ

を含むドキュメントに対して有用です。 選択

肢: なし、水平、垂直。 既定では「None (な
し)」になっています。 

水平:  1 つの画像を上半分と下半分に分割

します。  

垂直:  1 つの画像を左半分と右半分に分割

します。 

 

 
水平分割 

 
垂直分割 
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文書の回転 このオプションは、両面印刷の文書を処理して

おり、[複写] が選択されている場合、反対側

の画像を 180°回転することができます。 

これは、縦長 (幅よりも高さが長い) の両面

印刷文書に適用されますが、場合によっては

横長 (高さが幅よりも長い)、または逆の方向

でスキャナにセットすることができます。この

場合は、反対側の画像がさらに 180°回転し

ます。 

選択し: 本、複写 

[本] が選択されると、反対側の画像は回転さ

れません。 

下図は、スキャナに横長でセットされた、縦長文書の方向を示しています。 
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画像コント

ロールオ

プション 

[ミラー] ボックスをチェックすると、画像の左右が

逆転します。 

 

 
原稿 

 
 

 
ミラー効果 
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4.11 分離タブ 

Separation（分離）タブでは、検出機能を有効にして空白ページ、バ

ーコード、パッチコードを検出して文書の分離に対応しているソフトウ

ェアアプリケーションに通知し、複数のページからなる文書を分割でき

るようにします。選択肢: Blank Page Removal(空白ページの削除)、
Barcode Detection(バーコード検出)、Patch Code Detection(パッ

チコード検出)。 
 

 
 
白紙ページ

の削除 
選択肢：なし、白紙ページの削除しきい値、画像サ

イズ。 
なし –  白紙ページを削除しません。  
しきい値 - スライダーを左または右に移動して、

白紙ページのしきい値を定義します。 
画像サイズ –  範囲：1～10000 KB。ページを白紙

ページとして検知するための希望の画像サイズを指

定します。例えば、3 KBが選択されている場合、3 

KB未満は、白紙ページとして認識されます。   
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Barcode 
Detectio
n (バーコ

ード検出) 

[Enable（有効化）] をクリックしてバーコード

を検出し、ソフトウェアアプリケーションに通知

することで高度な処理を可能にします。文書全体

がチェックされるため、特定の検出領域を指定す

る必要はありません。 

バーコードが検出されると、ファイル [avbarcode.ini] が作成され、

次のパスに保存されます。 
Windows 7、Windows 8、 Windows 10: の場合：

C:\ProgramData\%PRODUCTNAME% (C: お使いのシステムドライ

ブ) 
 

 [バーコードタイプの選択] ボタンをクリックし、検出するバーコードタイプを選

択します。 

バーコードタイプ: 
次のタイプのバーコードを検出できます。 
 
二次元バーコード 
 Aztec 
 DataMatrix 
 PDF417 
 QR Code 
 
一次元バーコード: 
 Code 39 
 Code 93 
 Code 128 
 EAN-8 
 EAN-13 
 UPC-A 
 UPC-E 
 Codabar 
 GS1 DataBar 
 MaxiCode 
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注記: 
 推奨解像度: 通常のバーコードの場合は 200 ～ 600 dpi、QR コ

ードの場合は 300 ～ 600 dpi 
 曲がったバーコードは正しく認識されないことがあります。 
 同じシートを繰り返し使用すると、シートに汚れが蓄積され、認

識精度が低下する場合があります。シートが正しく認識されなか

ったり汚れている場合は、新しいシートに交換してください。 
 

 

バーコードゾーン: 
検出するバーコードゾーンを指定します。  

「すべて」を選択すると、文書全体が確認され、バーコードが検出され

ます。あるいは、検出領域を指定し、プロセスにかかる時間を短縮でき

ます。指定した領域だけが検出されます。 
選択肢:すべて、上部、下部、左、右、右下、左下、右上、左上 
 
ページのバーコードゾーンの選択: 
 
 
 

 

 
 

 

すべて 

 
 
 

 

 
 

 

上部 

 
 
 

 

 
 

 

下部 

 
 
 

 

 
 

 

左 

 
 
 

 

 
 

 

右 
 
 
 

 

 
 

 

右下  

 
 
 

 

 
 

 

左下 

 
 
 

 

 
 

 

右上 
 

 
 
 

 

 
 

 

左上 
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Patch code Detection（パッチコード検出）: 
[Enable（有効化）] をクリックしてパッチコードを検出し、ソフトウ

ェアアプリケーションに通知することで高度な処理を可能にします。 

パッチコードは、黒と空白の線が交互に平行に並んだ（すなわち、バー

コード）模様が紙面に印刷されたものです。大量の文書の分離には、パ

ッチコードシートが最も一般的に利用されます。 

さまざまなサイズのパッチコード（PDF）が 
[Start（スタート）] メニュー >[All Programs（すべてのプログラ

ム）] > [Avision Scanner Series（Avision スキャナシリー

ズ）]>[Patch code（パッチコード）] から選択できます。 

PDF ファイルを印刷するだけでパッチコードシートが作成されます。

ファイルを分離したい部分にパッチコードシートを挿入します。 

 

 
 

パッチコードシート 
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パッチコードシートを印刷する際の注意: 
 白紙を使用します。 
 拡大縮小を 100% に設定します。元のサイズより小さく印刷され

ると、シートは正しく認識されません。 
 トナー節約モードを使用しないでください。印刷が明るすぎると、

シートは正しく認識されません。 
 インクのにじみを避けるために薄い紙は使用しないでください。 
 印刷したパッチコードシートをコピーするときは、必ず元のコピ

ーと同じサイズと明るさでコピーしてください。 
 同じシートを繰り返し使用すると、シートに汚れが蓄積され、認

識精度が低下する場合があります。シートが正しく認識されなか

ったり汚れている場合は、新しいシートに交換してください。 
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4.12 設定タブ  

[設定] タブでは、以下の設定が可能です。 
 

 
[設定] タブのダイアログ ボックス 

 
キャッシュ 
 

モード：なし、ページ番号、メモリ容量  
このオプションでは、利用可能なRAMから画像データ

の処理用のメモリ容量を指定して割り当てることがで

きます。小さいメモリ容量を指定すると、より多くのメモ

リが実行中の他のアプリケーション用に残されます。

より大きいメモリ容量を指定すると、特に大量のドキュ

メントのスキャン時に、画像データ処理に多くのメモリ

を使用できます。  
 
ページ番号ごとにメモリ容量を指定することもできま

す。ご参考までに、A4のカラードキュメントを300dpi
でスキャンする場合の使用メモリは約24MBです。 
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 画像カウント 

選択したキャッシュモードが「なし」の場合、画像

カウントオプションによりスキャンが必要なページ

数を割り当てることができます。 例えば、最初の

2ページスキャンしたい場合は、ページスライダー

を2に動かすと、最初の2ページのスキャンが終

了した時スキャン動作が停止します。 

エネルギー節約コン

トロール 
Enable Energy Saver (エネルギー節約機

能有効化) ボックスにチェックを入れ、スライダー

を動かし、最後のアクションの終了後にエネルギ

ー節約を開始するまでの時間を設定します。 範
囲は1分から60分までです。  

Enable Power 
Off (電源オフ有効

化)    

Power Off (電源オフ) ボックスにチェックを入

れ、スライダーを動かし、最後のアクションの終了

後にスキャナーを自動終了するまでの時間を設

定します。 範囲は1分から480分までです。  既
定値は240分 (4時間) です。 「電源オフ」の値

は「エネルギー節約」の値と等しいか、それより大

きくなければならないことに注意してください。 

スキャン過程を表示 このオプションをチェックすると、スキャン中にスキャン

過程を示すバーが表示されます。 

警告メッセージの表

示 
このオプションをチェックすると、「ADF パッドカウ

ントが 50,000 スキャンを超過しました (この数

はスキャナ タイプにより異なります)。ADF パッド

を交換し、パッドカウントをリセットしてください。」

などのメッセージを表示します。 

閉じた後設定を保

存 
このオプションをチェックすると、ダイアログ ボッ

クスを終了した後もスキャナのプロパティ設定を

保存します。次回 [スキャナのプロパティ] ダイア

ログ ボックスを開いたときに、前回に保存された

設定が表示されます。 
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4.13 インプリンタのタブ 

インプリンタのタブを使用して、英数字、日付、時刻、ドキュメントカウント、カス

タムメッセージを、スキャン画像上（デジタルインプリンタ選択時）、またはドキ

ュメント裏面（外付けインプリンタ選択肢）にプリントすることができます。  
 
選択肢： 外付けインプリンタ、 デジタルインプリンタ 外付けインプリンタが取

付けられている場合は、外付けインプリンタを選択します。インプリンタがない

場合は、デジタルインプリンタを選択します。外付けインプリンタでは、縦方

向、裏面印刷が可能ですが、デジタルプリンタは横方向、表面印刷のみが可

能です。 
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項目 

すべて印刷 Print All （すべて印刷） を選択すると、ドキュメント

の全ページのテキストが自動的に印刷されます。  

Print All （すべて印刷）の選択を解除すると、ドキュ

メントの最初のページのテキストのみが印刷されます。 

カスタム 印刷文字列に含めるカスタムテキストを入力します。  

カウンタ スキャンセッションのドキュメントカウントを表示します。

この値はスキャナによって連続的に増加されます。    

日付/時刻 印刷文字列に日付と時刻を含めたい場合は、この項目

を選択します。 

形式：YYYYMMDDHHSS 例として、 
20090402170645-check0001 は年、月、日、時

刻、秒、カスタムテキスト、カウンタを表します。 
カスタムフォント 希望のフォントを選択します。  

選択肢：通常、固定幅 
固定幅(等幅)フォントには、固定文字送り幅がありま

す。したがって、各文字は同じ幅になります。 
 
 

詳細設定 

 

フォントの属性 フォントの属性を選択します。選択肢： 普通、下線、 
二重、太字 
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文字列の向き 文字列の向きを選択します。 

選択肢：通常、回転、垂直、垂直反転、右回りに90
度回転、左回りに90度回転 

 
通常 

 
回転 

 
垂直 

 
垂直反転 

 
右回りに90度回転  

左回りに90度回転 
 
スキャンした画像にテキストをスタンプするために、デ

ジタルインプリンタを確認すると、通常の文字列と回

転された文字列のイラストが以下のように表示されま

す。 

 
通常 

 
回転 

 

 
 
 



ユーザーズマニュアル 

 4-83 

 
 
印刷位置 文字列を印刷したい位置を選択します。スライダー

を右に移動させて、数値を上げるか、左に移動させ

て、数値を下げます。範囲：0~355mm、デフォル

ト:0 mm 
数値は、紙の底部から文字列の最後の文字までの

高さを示しています。このオプションは、外部のイン

プリンタが設置された場合のみ利用可能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
印刷位置 (デジタルインプリンタ) 
印刷文字列の位置を選択します。選択肢： 上部、中央、下部、カスタム。

Custom（カスタム）選択時、X軸とY軸のオフセット値を入力して位置を指定し

ます。 
 
その他：[その他]ボタンをクリックして、その他のフォントオプション

を表示します。 このオプションは、デジタルインプリンター（スキャン

した画像のスタンプテキスト）でのみ使用できます。 この機能は一部の

モデルでは使用できません。 
 
フォントサイズ：スライダーを動かしてフォントサイズを1から10に変

更します。密度：スライダーを動かしてソース密度を0から255に変更

します。選択した密度が同時に表示されます。 
 
透明度：スライダーを動かして、0％（透明ではない）から100％（完

全に透明）の適切な透明度の値を選択します。これにより、テキストが

部分的に透明になり、背景画像が表示されます。 

0001abc 2010   

印刷位置の値 
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4.14 情報タブ 

[情報] タブには、システムとスキャナに関する情報が表示されます。  

 
 

[情報] タブのダイアログ ボックス 
 
 

[レポート] ボタン: 
スキャナを使用中にエラー メッセージが表示された場合は、[レポート] ボタン

をクリックします。report.txt ファイルが [Windows 7、Windows 8、
Windows 10: の場合：C:\ProgramData\%PRODUCTNAME% (C: 
お使いのシステムドライブ)] に作成されます。 このファイルを保存してお

いて、サービスを受ける際にご提出ください。  
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[ローラー カウントをリセット] ボタン： 

推奨枚数のページを ADF を通してスキャンすると (後続のセクション 7.4 の
「ADF ローラーの交換」を参照してください)、ADF ローラーが摩耗し、うまく

給紙できなくなることがあります。 この場合は、ADF ローラーを新しいものと

交換することをお勧めします。 ADF ローラーの交換は認定されたサービス 
センターで行います。このため、ローラー交換の際はスキャナを御返送くださ

い。 ADFローラーを交換した後は、[パッド ローラーをリセット] ボタンをクリッ

クし、ローラー カウントをリセットします。  

メモ: 各部位の寿命や交換手順はスキャナタイプにより異なります。詳細は販

売店へお問い合わせください。   
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5. ISISインタフェース操作 
 
 
 
*ISISスキャナドライバのインストールについては、前の「スキャナのインスト

ール」章を参照してください。ISIS 対応アプリケーションを開始し、ISIS ユー

ザーインターフェイスでスキャンできます。 
 

ISISドライバの操作はTWAINドライバと同様です。 
ISISインタフェース画面の各機能が下記に簡単に説明されています。 
 

 
 
 
 
モード：モノクロ、グレー、カラーのスキャンモードから一つを指定します。 
ディザー：5個のハーフトーンレベルが使用可能ですが、無効にもできます。 
インチ当たりドット数：必要な解像度を指定します。 
紙サイズ：必要な紙サイズを指定します。 
輝度：スキャンイメージの明暗を調節します。 
コントラスト：イメージの最も明るい部分と暗い部分の間の範囲を調節します。 
デフォルト：クリックすると全部の設定を元に戻します。 
範囲：スキャンしたい範囲や箇所を指定します。 
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6. ボタンを使う 
 
 
 
 
下図にはスキャナーの3個のボタンおよび1つの機能スクリーンが示されて

います。 
 
 

 

6.1 ボタンマネージャのインストール 

ボタンマネージャは、ドキュメントのスキャンをより簡易化し、スキャンされた画

像を目的のソフトウェアアプリケーションにリンクします。これらの操作は、すべ

てスキャナのボタンをタッチするだけで実行可能です。ただし、スキャンを実行

する前に、まずボタン設定を確認し、正しいファイル形式と目的のアプリケーシ

ョンが選択されているかどうかを確かめます。   
 
 

機能スクリーン 
 

機能選択ボタン 
 
キャンセルボタン 
 
スキャンボタン 
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6.2 スキャン前のボタン設定の確認 

1. Button Manager V2 はシステムトレイから実行されます。 Button 
Manager V2 とスキャナドライバが適切にインストールされると、

Button Manager V2 が起動し、ボタンアイコンがコンピュータ画面の右

下にあるシステムトレイに表示されます。 
 

 
 

 
 
2. Button Manager V2 のアイコンを左クリックすると、次のボタンパネル

が表示されます。 
 

 
ボタンパネル 

 
 
3. ボタンパネルには、最初の 5 つのスキャンボタンが表示されます。希望の

ボタン (機能) を右クリックします。[ボタンのプロパティ] ウィンドウが表示

されます。 
 

スキャナモデルを示します 

機能アイコン 
(機能アイコンの数は、
スキャナタイプにより異
なります。) 
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設定を変更する場合は、このウィンドウでファイル形式、目的のアプリケ

ーション、その他のスキャン設定をリセットします。設定のリセット方法につ

いては、この次のセクション「ボタンの設定」を参照してください。   
 

4. [OK] ボタンをクリックして終了します。  
 

スキャンし
た画像のフ
ォルダとフ
ァイル名 

 

画像モード

選択ボック

ス 

 

選択したボタンの名称 

 

スキャン送

信先および

設定 

 

ボタン名 

OCR設定 

基本のスキ

ャンパラメ

ータ 
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6.3 ボタンワンタッチからのスキャン実行 

 
1. 用紙ガイドを用紙の幅に合わせ、用紙の上の部分から、自動ドキュメント

フィーダーにセットしてください。 

2. 正しいスキャン設定と使用アプリケーションを選択しているかを確認する

には、画面上のボタン名を確認してください。(たとえば、Microsoft 
Paint を開き Microsoft Paint のウィンドウでスキャンの画像を表示し

たい場合、すなわち「Scan to App」ボタンを使いスキャンしたい場合は、

画面上には「Scan to App」が表示されるべきです)。 

3. スキャナの [Scan] ボタンを押します。 

4. スキャンが完了すると、Microsoft Paint が実行され、スキャンされた画

像は下図のように Microsoft Paint のメインウィンドウに表示されます 
 

 
 
メモ: 
ボタンマネージャの使用法に関する詳細は、付属 CD に含まれるユーザーズ

マニュアルを参照してください。 
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7. お手入れ 
 
 
 
 

7.1 ガラスをクリーニングする 

手順 

1. イソプロピルアルコール(95%)で綿棒を湿らせてください。誤って多量

のアルコールを染み込ませてしまった場合は、布をしっかり絞ってくださ

い。 

2. 以下に示されるようにADF本体と用紙カバーを開けてください。左右に

綿棒を動かし、フラットベッド及びADFエリアのガラスを拭いてください。 

     
3. ADF本体と用紙カバーを閉じてください。スキャナは使用可能です。 

  
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4.   ADF の中央を押し下げて、ADF を閉じ、所定に位置にはまるまで、元

の位置に移動させます。 

 
 

 
注:  
ADF が完全に閉じていることを確認してください。ADF が完全に閉じ

られていないと、フィードエラーが発生する可能性があります。 
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7.2 ガラスをクリーニングする 

手順 

1. イソプロピルアルコール(95%)で綿棒を湿らせてください。誤って多量

のアルコールを染み込ませてしまった場合は、布をしっかり絞ってくださ

い。 

     

2. ADF解放ボタンを押して、ADFフロントカバーを左に開きます。ADFロー

ラーを回しながら拭いて表面のホコリを完全に落とします。 

  
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3. スキャナーのフロントカバーを閉じます。スキャナは使用する準備ができ

ました。 
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0   

USB 

 

 

 
 
7.3 クリーンモードの使用 

スキャナー下部の給紙ローラーを清掃するときは、ローラーを軽い力で

回転させる必要があります。高度な[clean mode（クリーンモード）]を

使用すると、ローラーを自動的に前方に回転させて、清掃をより簡単か

つ効果的に行うことができます。 

 

クリーンモードを使用してローラーを清掃するには、 

1. スキャナーで、（下矢印）を押して[詳細設定] を選択し、[Scan

（スキャン）]を押して確認します。 
 
 

 

 

 

 

 

 

2. またはを使用して[Clean Mode（クリーンモード）]を選択

し、[Scan（スキャン）]を押して確認します。 

3. ハンドルを引き、軽い力でADFカバーを開きます。 

     

 

 

Tray Adjust                     
Information 
Clean Mode 
Factory Default 
 

  
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4. きれいな布にイソプロピルアルコール（95％）を染み込ませ、き

れいになるまで給紙ローラーを拭きます。誤って多量のアルコール

を染み込ませてしまった場合は、布をしっかり絞ってください。 

 
 

5. 清掃が終わったら、[Scan（スキャン）]ボタンを押して、給紙ロ

ーラーを少し自動的に回転させます。 

6. すべての給紙ローラーの表面が完全に清掃されるまで、手順5を数

回繰り返します。 

7. [Cancel（キャンセル）]ボタンを押して、メイン画面に戻りま

す。 
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7.4 センサーのクリーニング  

スキャナーが超音波センサーによるマルチフィードを検出できない場合は、超

音波センサーの表面に紙粉や汚れが蓄積している可能性があります。 次の

手順に従って、センサーをクリーニングしてください。 

 

1. スキャナフロントドアをそっと左に開きます。 

2. きれいな布をイソプロピルアルコール（95％）に浸してください。誤って多

量のアルコールを染み込ませてしまった場合は、布をしっかり絞っ

てください。 

3. 超音波センサーの表面の汚れやほこりをそっと拭き取ります。 

 

 
   

 
注意:  
お手入れが難しい場合は、綿棒をご使用ください。  

 

超音波センサー  
(Ultrasonic Sensors) 
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7.5 リバースローラーの清掃 

 
1. 清潔な布のイソプロピルアルコール（95%）を染み込ませてください。誤っ

て多量のアルコールを染み込ませてしまった場合は、布をしっかり絞って

ください。 

2. ハンドルを引き、ADF カバーを開きます。あまり力を入すぎないようにして

ください。 

     
 
3. リバースローラーの取り外し方法については、後続のセクション7.6.3 リバ

ースローラーの交換を参照してください。 
 
4. 片方の手で、ローラーアセンブリの端を押さえて、もう一方の手で、ローラ

ーの表面を優しく拭いて、ほこりや汚れを取り除いてください。ローラーの

表面を傷付けないように注意してください。ローラーを回転させて、完全に

清掃してください。 

          

 

  
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5. リバースローラーの取り付け方法については、次のセクション7.6.3 
ADF リバースローラーの交換を参照してください。 

 
6. カチッと音がして所定の位置に収まるまで、ADF の中央を下向きに押して、

元の位置に戻し、ADF を閉じてください。 
 
 

 警告： 
 ローラーの清掃にその他の洗浄剤を使用しないでください。その他の洗

浄剤を使用すると、ローラーが損傷し、フィードエラーが発生する場合が

あります。 

 ローラーの表面のみを優しく吹いて、アルコールが蒸発するまで待ってく

ださい。 過剰なアルコールの使用を避けてください。アルコールが内部

フォームに入り込み、ローラーが損傷し、フィードエラーが発生する場合

があります。 

   

 
 

 
 
 
 

 

 

ローラーの表面の下のフォーム

にアルコールを染み込ませた布

が接触しないようにしてくださ

い。また、フォームに過度なアル

コールが流れ込まないようにし

てください。 
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7.6 インプリンタの清掃 

頻繁に使用すると、廃棄インクが、印刷カートリッジホルダーのベース表面に

蓄積し始めます。これは、印刷物を損傷する可能性があります。  ベース表面

が清潔に維持されていることを確認してください。 
 
柔らかい糸くずの出ない布を使って、印刷カートリッジホルダーのベース表面
の汚れ又は埃を拭き取ってください。 
 

 
印刷カートリッジホルダーを再挿入し、印刷カートリッジカバーを閉じます。 
 
a. カートリッジのタブを保持し、テキ

スト側を上に向け、タブを左に位
置合わせしながら、カートリッジを
ホルダーに挿入します。 

 

 
 

b. 印刷カートリッジホルダーの固定
レバーを固定されるまで下げま
す。 

 

 
 

 

印刷カートリッジホルダー 
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7.7 プリンタカートリッジの清掃 

質の低い印刷は、印刷カートリッジのインクノズルのインク放出穴の詰まりに
より発生する可能性があります。 また、長期間インプリンタを使用しないと、イ
ンク放出穴の詰まりを引き起こす可能性があります。 これらの穴が詰まった
場合は、インクノズルを清掃してください。 
 
1.  印刷カートリッジを取り外します。 
 
a. 指を使って、固定レバーを持ち上げ

て、印刷カートリッジホルダーを開き
ます。 

 

 
 

b.カートリッジのタブを保持し、そ
のホルダーからカートリッジを
取り外します。 

 

 
 

2.  印刷カートリッジの背面のインクノズルを蒸留水で軽く湿らせた清潔で糸く
ずの出ない布で拭きます。 

 
3. 再度、清潔な綿棒を使って、インクノズルの残留インクを優しく、ゆっくりと

拭き取ります。 
 
4.  印刷カートリッジホルダーを再挿入し、印刷カートリッジカバーを閉じます。 

インクノズル 
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a. カートリッジのタブを保持し、テキ

スト側を上に向け、タブを左に位
置合わせしながら、カートリッジを
ホルダーに挿入します。 

 

 
 

b. 印刷カートリッジホルダーの
固定レバーを固定されるま
で下げます。 

 
 

 

 
 
 
 

 
 



ユーザーズマニュアル 

 7-13 

 

7.8 消耗品および交換サイクル 

次の表は、消耗品とその標準的な交換サイクルを示します。 
 

消耗品 標準的な交換サイクル 

ピックアップローラ 1,000K (枚) 

ADF 摩擦ローラ 500K (枚) 

反転ローラ 500K (枚) 

 
*交換サイクルは、500枚のA4サイズの上質紙または木質紙（80 g/m2）をテス

トすることによって設定された推定ガイドラインです。 交換周期は、用紙の品

質、印刷密度、および用紙の種類によって異なる場合があります。 
 
 
注: 
 消耗品を定期的に交換してください。消耗品の寿命が来る前に交換

できるように、新しい消耗品を事前に購入されることをおすすめし

ます。 
 交換サイクルは、A4 (80 g/m2 [20 lb])の上質紙または普通紙の

使用に基づいています。実際の交換サイクルは、使用する紙の種類

やスキャナーを使用および清掃する頻度により異なります。 
 指定された消耗品のみをご使用ください。 
 消耗品を購入される場合は、スキャナーを購入された店舗、または

認定スキャナーサービスプロバイダーにご相談ください。 
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7.8.1 ADF ローラの交換 
 
1. ハンドルを引き、軽い力で、ADF カバーを開きます。 

     
 
2. ADF ローラカバーを引き下げます。  

 
 

 
3. タブを引き下げ、ADF ローラを取り外します。 
 

  

  
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4.    ローラーをシャフトから取り外します。 
 
 

          
 
 
5.   新しいローラーをシャフトに挿入します。 
 
 

      
 
 
6.   新しい ADF ローラをタブに対して反対側を上に向けた状態で取り付け、

スロットの内部にスライドさせます。 
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7.    下図に示すように、ADF ローラカバーを持ち上げて、閉じます。  
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7.8.2 ピックアップローラの交換 
 
1. ハンドルを引き、軽い力で、ADF カバーを開きます。 

     
 
2. ピックアップローラカバーを引き下げます。 

 

 
 

 
3. 右ローラの隣のフックを押し下げて、右ローラを取り外します。 

  

  
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4. 左ローラの隣のフックを押し下げて、左ローラを取り外します。 

     
 

 
 

5. ローラの中心の方向をシャフトの端に合わせて、ローラをシャフトに取り

付けます。 

 

ピックアップ

ローラ 
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7.8.3 反転ローラの交換 
 
1.   ハンドルを引き、軽い力で、ADF カバーを開きます。 

     
 
2.   反転ローラカバーを開きます。 
 

 
 
3.   指で反転ローラの中心を支え、上に持ち上げて、反転ローラを取り外しま

す。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 

反転ローラカバー 
 
 
 

  
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4.    ローラーをシャフトから取り外します。 
 

       
 

 
5. 新しいローラーをシャフトに挿入します。 
 

         
 

 
6.  下図に示すように、新しい反転ローラの左端をそのスロットに挿入します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



ユーザーズマニュアル 

 7-22 

 

 
 
7.   新しい反転ローラの右端をそのスロットに挿入します。  成功すると、スナ

ップイン音が聞こえます。 

 
 
8.  反転ローラカバーを閉じます。 
 
9.  ADF の中央を押し下げて、ADF を閉じ、所定に位置にはまるまで、元の位置

に移動させます。 
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注：  
 注：ADF が完全に閉じていることを確認してください。ADF が完全に閉

じられていないと、フィードエラーが発生する可能性があります。 

 ピックアップローラと反転ローラがしっかり取り付けられていることを確認して

ください。しっかり取り付けられていないと、紙づまりなどの用紙フィードエラ

ーが発生します。 
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7.8.4 印刷カートリッジの交換 
 
印刷された文字が薄い又は文字が欠けていることが明らかな場合、次のステ
ップを行い、印刷カートリッジを交換してください: 

1. インプリンタカバーを開きます。 

   

2. 指を使って、固定レバーを持ち上げて、印刷カートリッジホルダーを開きま
す。 

 

 

3.  カートリッジのタブを保持し、そのホルダーからカートリッジを取り外しま
す。 
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重要: 

 一旦プリント用カートリッジを取り付けたら、それをマシン
から取り外したり、外部に放置したりしないようにしてくだ
さい。プリント用カートリッジが乾燥し、再取り付けすると
き、デバイスが正常に動作しない可能性があります。最適な
印刷品質を保持するため、初めて使用してから 6 か月以内
のプリント用カートリッジを使用してください。 

 インクカートリッジを廃棄するときは、廃棄に関する現地の
法律および規制を遵守してください。 

 

 
4.  印刷カートリッジの箱を開き、カートリッジの背面から保護テープを取り外

します。 

 

5. テープと取り外した後は、インクノズル () または金接点 () に触れ

ないようにしてください。 

   

 

 

  
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6. カートリッジのタブを保持し、印刷面を上に向け、タブを左に位置合わせし
ながら、カートリッジをホルダーに挿入します。 

 

 

7. 印刷カートリッジホルダーの固定レバーを固定されるまで下げます。 
 

 
 

8.  印刷カートリッジホルダーを文書の通過位置に位置合わせします。 
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9. インプリンタカバーを閉じます。 
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8. トラブルシューティング 
 

8.1 エラーを解消する  

スキャン中にエラーが発生すると、赤色 LED が点滅し、LCD 画面にエラー

状態が表示されます。クイックトラブルシューティングガイドについては、次の

表を参照してください。  
 
エラー 問題/原因 問題/解決策 

   

 

紙詰まり 紙詰まりに位置を確認し、

紙を取り除いてください。  

  

カバーが開いてい

る。 
ADF カバーを閉じてくださ

い。 

 

入力トレイが開い

ていない。 
入力トレイを開いてくださ

い。 
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用紙パスに 3 枚以上の用

紙が供給されている。 
スキャンを停止するか、画像

を受け入れて、スキャンを続

行してください。  

文書を数回さばいて、再スキャ

ンしてください。  

 

USB ケーブルが接続され

ていない 
スキャナをコンピュータに 
USB ケーブルを使って、接

続してください。 

 

ステープル検出 ステープルを取り外し、文書

を数回さばいて、再スキャン

してください。  

 

用紙をロードできない 1. 文書をさばいてくださ

い。 
2. 文書をその端が用紙ガ

イドに若干触れるよう

にしてロードしてくださ

い。  

 

入力トレイが持ち上がらな

い。 
修理を依頼してください。 

 

ファームウェアのダウンロ

ードに失敗。 
ファームウェアのダウンロー

ドを再試行してください。 
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ファンエラー。 示された位置にあるファン

を確認します。 
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2枚以上の

用紙が同時

に給紙され

ています。 

 

 

スキャンを続

行 

マルチフィードペー
ジの画像が適切な場
合は、[スキャンを
続行] を選択して、
残りのページのスキ
ャンを続行します。 

 

スキャンの続

行（画像を破

棄） 

マルチフィードページ
の画像が適切でない
場合は、[スキャンの
続行（画像を破棄）] 
を選択して、残りのペ
ージをスキャンしま
す。マルチフィードペ
ージは無視されるた
め、ページを再スキャ
ンする必要がありま
す。  

 

スキャナーはスキャン
を停止します。スキャ
ナーの残りのページ
を取り除きます。文書
のステープルや粘着
テープをはがします。
または、文書を扇形
に広げて、残りのペー
ジを再スキャンしてく
ださい。  

上および下キー（/）を使用して動作

を選択します。  
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8.2 紙詰まりの除去 

 
紙詰まりが生じた場合は、以下の手順で紙を取り除いてください。: 

 
1. ハンドルを引き、そっと ADF カバーを開きます。 

     
 
2. ADF ユニットから紙を静かに取り去ります。 

 
 

 

 

 

  

 

  

 
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3. 下部 ADF ピックアップローラーをそのスロットに位置合わせします。 
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8.2.1 印刷カートリッジの交換 
 
印刷された文字が薄い又は文字が欠けていることが明らかな場合、次のステ
ップを行い、印刷カートリッジを交換してください: 

1. インプリンタカバーを開きます。 

   

2. 指を使って、固定レバーを持ち上げて、印刷カートリッジホルダーを開きま
す。 

 

 

3.  カートリッジのタブを保持し、そのホルダーからカートリッジを取り外しま
す。 
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重要: 

 一旦プリント用カートリッジを取り付けたら、それをマシン
から取り外したり、外部に放置したりしないようにしてくだ
さい。プリント用カートリッジが乾燥し、再取り付けすると
き、デバイスが正常に動作しない可能性があります。最適な
印刷品質を保持するため、初めて使用してから 6 か月以内
のプリント用カートリッジを使用してください。 

 インクカートリッジを廃棄するときは、廃棄に関する現地の
法律および規制を遵守してください。 

 

 
4.  印刷カートリッジの箱を開き、カートリッジの背面から保護テープを取り外

します。 

 

5. テープと取り外した後は、インクノズル () または金接点 () に触れ

ないようにしてください。 

   

 

 

  
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6. カートリッジのタブを保持し、印刷面を上に向け、タブを左に位置合わせし
ながら、カートリッジをホルダーに挿入します。 

 

 

7. 印刷カートリッジホルダーの固定レバーを固定されるまで下げます。 
 

 
 

8.  印刷カートリッジホルダーを文書の通過位置に位置合わせします。 
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9. インプリンタカバーを閉じます。 
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8.3 質問と答え 

 
質問： USBケーブルを通して接続されているとき、コンピ

ュータでスキャナを識別できないのはどうしてです

か? 

答：  ケーブル接続が正しく、しっかり固定されているこ

とを確認してください。 必要に応じて、コンピュー

タを再起動します。 

 

 

質問： スキャナーがオンにならないのはなぜですか? 

答：  USBケーブルがスキャナーのコンピューターのUSB
スロットにしっかりと接続されていることを確認し

てください。 

 
 

質問： スキャンした文書に奇妙な線が出るのはどうしてで

すか? 

答：  以下を確認してください：  

1) 元の用紙に筋や汚れが付いていますか? 

2) スキャンの前に元の用紙の汚れや埃を取り除い

てください。 

3) ローラーとガラス板をクリーニングクロスで拭

きます。 （「ローラーとガラス板のクリーニン

グ」のセクションを参照してください） 
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質問： スキャン中に紙詰まりが起きました。 

答：  1) スキャナーのフロントカバーを開きます。 
2) 詰まった紙を注意して取り除きます。 
3) スキャナーのフロントカバーを閉じます。 

 
 

質問： スキャナーに同時に数枚が給紙されます。 

答：  1) スキャナーのフロントカバーを開きます。 
2) 詰まった数枚の紙を取り除きます。 
3) スキャナーのフロントカバーを閉じます。 
4) 紙の角と縁を揃えます。ペーパーガイドに紙をセッ

トする前にさばいてください。 
5) 給紙ローラーの状態をチェックします。必要であれ

ば、セクション7.1にある清掃の手順に従って清掃

してください。 
 
 

質問： 紙がスキャナー内で曲がってしまいます。 

答：  1) スライドガイドにより、紙の方向をまっすぐにします。 
2) 給紙ローラーの状態をチェックします。必要であれ

ば、セクション7.1にある清掃の手順に従って清掃

してください。 
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質問： スキャンされたイメージがいつも暗くなるのはなぜでし

ょう？ 

答：  1)画面の設定をsRGBに調整してください。 
2)アプリケーションソフトウェアから画面上の輝度設定

を調整してください。 
 
 

質問： 光学解像度を600 dpiに設定するとき、「自動切り抜

き」及び「傾き補正」機能が無効になります。 

答：  自動切り抜き及び傾き補正は大量のシステムメモリー

を使います。エラーメッセージを避けるため、これらの

機能を実行する際には光学解像度を600dpi未満で調

整するようにお勧めします。 
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8.4 テクニカルサービス 

Avisionに連絡する前に、セクション4.14の情報タブを参照して以下の情報を

ご用意ください。 
 
 スキャナーのシリアル番号(スキャナー下部ないし背面にあります。) 
 ハードウェア構成 (例：ホストCPUタイプ、RAMサイズ、ディスク空き容量、

ディスプレイカード、インタフェースカードなど) 
 スキャンで使用したソフトウェアアプリケーション名およびバージョン 
 スキャナードライバのバージョン 

 
 
下記にご連絡ください： 
 
 
 
https://www.avision.com/contact-us/ 

https://www.avision.com/contact-us/
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基本仕様: 
 

 
型式番号 ：  FT-2402H/AD8130z/ 

AD8130zP/AD8130zN/AD8130zNP 
電源：   24Vdc, 3.75A  
オペレーション温度： 10° C ~ 35° C 
寸法：(WxDxH) 460 x 446 x 362(mm) (min.) 

(18.1 x 17.5 x 14.2 in.) 
460 x 784 x 362(mm) (max.) 
(18.1 x 30.86 x 14.2 in.) 

質量:   2.4 kgs 
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